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11
月
13
日
、
三
種
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実

行
委
員
会
（
岩
谷
作
一
委
員
長
）
主
催

に
よ
る
第
３
回
三
種
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
佐
々
木
北
涯
物
語
』
が
八
竜
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
平
成
７
年
、
八

竜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
開
催
さ
れ
た

の
が
前
身
で
、
三
種
町
と
し
て
は
３
回

目
の
上
演
と
な
り
ま
す
。�

　
今
回
は
佐
々
木
北
涯
の
生
誕
１
５
０

周
年
と
町
誕
生
10
周
年
を
記
念
し
、
湖

北
小
や
八
竜
中
の
児
童
生
徒
を
は
じ
め

約
２
５
０
人
が
キ
ャ
ス
ト
、
合
唱
、
バ

ン
ド
演
奏
、
大
道
具
や
小
道
具
、
衣
装

な
ど
を
担
い
、
す
べ
て
町
民
の
手
作
り

で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
佐
々
木
北
涯
（
本
名
　:

佐
々
木
久
之

助
）
は
、
久
米
岡
に
あ
る
農
家
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
、
秋
田
県
俳
壇
の
先
駆

者
と
し
て
活
躍
。
さ
ら
に
は
県
議
会
議

員
を
４
期
努
め
、
八
郎
潟
沿
岸
の
開
墾

に
尽
力
し
た
郷
土
の
偉
人
。�

　
郷
土
の
発
展
の
た
め
に
奮
闘
し
、
時

に
は
挫
折
し
な
が
ら
も
力
強
く
生
き
る

北
涯
と
、
北
涯
を
励
ま
し
な
が
ら
温
か

く
見
守
る
家
族
。
北
涯
を
慕
い
、
た
く

ま
し
く
生
き
抜
く
農
民
た
ち
や
、
俳
人

と
し
て
、
政
治
家
と
し
て
北
涯
を
支
え

た
友
人
た
ち
の
姿
を
、
感
動
と
ユ
ー
モ

ア
を
織
り
交
ぜ
て
描
き
ま
し
た
。�

　
合
唱
や
生
バ
ン
ド
演
奏
に
合
わ
せ
た

歌
や
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
会
場
に
詰

め
か
け
た
約
８
０
０
人
の
観
衆
か
ら
は
、

い
つ
ま
で
も
拍
手
や
歓
声
が
鳴
り
響
い

て
い
ま
し
た
。�
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第11回�第11回�

　
屋
内
で
は
バ
ザ
ー
、
抹
茶
コ
ー
ナ
ー

　
屋
内
で
は
バ
ザ
ー
、
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
、

お
し
ゃ
べ
り
・
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
、
ジ

お
し
ゃ
べ
り
・
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
、
ジ

ェ
ル
ネ
イ
ル
・
ボ
デ
ィ
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ

ェ
ル
ネ
イ
ル
・
ボ
デ
ィ
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ

ー
ナ
ー
、
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
体
験
、
ア

ー
ナ
ー
、
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
体
験
、
ア

ロ
マ
ケ
ア
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ

ロ
マ
ケ
ア
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ

ー
や
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
プ
レ
ゼ

ー
や
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
鵜
川
連
合
自
治
会
や
未
来

ン
ト
、
鵜
川
連
合
自
治
会
や
未
来
18
の

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
健
康
食

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
健
康
食

品
の
試
飲
・
試
食
な
ど
が
行
わ
れ
、
地

品
の
試
飲
・
試
食
な
ど
が
行
わ
れ
、
地

元
団
体
の
活
発
な
活
動
に
訪
れ
た
人
は

元
団
体
の
活
発
な
活
動
に
訪
れ
た
人
は

興
味
津
々
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た

興
味
津
々
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。�

　
屋
外
で
は
地
元
食
材
を
使
っ
た
豚
汁

　
屋
外
で
は
地
元
食
材
を
使
っ
た
豚
汁

ふ
る
ま
い
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
ヤ
マ

ふ
る
ま
い
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
ヤ
マ

メ
釣
り
堀
で
は
、
手
強
い
魚
相
手
に
ち

メ
釣
り
堀
で
は
、
手
強
い
魚
相
手
に
ち

び
っ
子
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し

び
っ
子
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
、
木
工
教
室
・
餅
ま
き

た
。
そ
の
他
、
木
工
教
室
・
餅
ま
き
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
や
消
防

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
や
消
防

自
動
車
の
展
示
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人

自
動
車
の
展
示
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た

た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
農
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は

　
ま
た
、
農
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

商
工
会
女
性
部
、
琴
丘
生
活
研
究
実
行

商
工
会
女
性
部
、
琴
丘
生
活
研
究
実
行

グ
ル
ー
プ
、
農
産
物
直
売
所
、
新
規
就

グ
ル
ー
プ
、
農
産
物
直
売
所
、
新
規
就

農
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
元
の
秋
の
味

農
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
元
の
秋
の
味

覚
が
ふ
ん
だ
ん
に
並
び
、
み
た
ね
産
直

覚
が
ふ
ん
だ
ん
に
並
び
、
み
た
ね
産
直

隊
を
始
め
４
店
舗
の
ご
当
地
グ
ル
メ
の

隊
を
始
め
４
店
舗
の
ご
当
地
グ
ル
メ
の

屋
台
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
舌
鼓
を

屋
台
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
舌
鼓
を

う
ち
ま
し
た

う
ち
ま
し
た
。�

　
屋
内
で
は
バ
ザ
ー
、
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
、

お
し
ゃ
べ
り
・
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
、
ジ

ェ
ル
ネ
イ
ル
・
ボ
デ
ィ
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ

ー
ナ
ー
、
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
体
験
、
ア

ロ
マ
ケ
ア
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ

ー
や
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
鵜
川
連
合
自
治
会
や
未
来
18
の

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
健
康
食

品
の
試
飲
・
試
食
な
ど
が
行
わ
れ
、
地

元
団
体
の
活
発
な
活
動
に
訪
れ
た
人
は

興
味
津
々
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。�

　
屋
外
で
は
地
元
食
材
を
使
っ
た
豚
汁

ふ
る
ま
い
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
ヤ
マ

メ
釣
り
堀
で
は
、
手
強
い
魚
相
手
に
ち

び
っ
子
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
、
木
工
教
室
・
餅
ま
き
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
や
消
防

自
動
車
の
展
示
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
農
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

商
工
会
女
性
部
、
琴
丘
生
活
研
究
実
行

グ
ル
ー
プ
、
農
産
物
直
売
所
、
新
規
就

農
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
元
の
秋
の
味

覚
が
ふ
ん
だ
ん
に
並
び
、
み
た
ね
産
直

隊
を
始
め
４
店
舗
の
ご
当
地
グ
ル
メ
の

屋
台
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
舌
鼓
を

う
ち
ま
し
た
。�

とっても綺麗�

1358点の傑作・力作が点の傑作・力作が�
展示されました。展示されました。�
1358点の傑作・力作が�
展示されました。�
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メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
は
小
・
中
学
生
に
よ
る

図
画
・
習
字
・
工
作
な
ど
の
作
品
９
４
６
点
と

書
道
、
華
道
、
写
真
、
俳
句
な
ど
の
一
般
・
芸

術
文
化
協
会
作
品
４
１
２
点
、
合
計
１
３
５
８

点
の
傑
作
、
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
内
企
業
の
産
業
活
動
や
ク
ア
オ
ル
ト
の
紹
介
、

観
光
Ｐ
Ｒ
や
町
誕
生
10
周
年
記
念
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
さ
れ
、
多
く
の
方
が
関
心
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。
　�

　
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
は
初
日
の
22
日
、
３
中
学

校
合
同
吹
奏
楽
演
奏
、
八
竜
地
域
の
園
児
に
よ

る
遊
戯
の
発
表
が
行
わ
れ
、
詰
め
か
け
た
観
客

か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
、
恒
例
と
な

っ
た
餅
ま
き
大
会
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。�

　
午
後
か
ら
は
生
涯
学
習
、
芸
術
文
化
協
会
加

盟
団
体
等
17
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
、
満
員

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。�

　
23
日
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
上
野
泰
夫
さ
ん
の
楽
し
い
お
話
に
会
場
は
和

み
、
三
遊
亭
小
遊
三
さ
ん
の
講
演
会
で
は
、
笑

い
あ
り
、
感
動
あ
り
の
内
容
に
超
満
員
の
会
場

が
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。�

生涯学習、芸術文化協会加盟団体の皆さんによる展示・発表�生涯学習、芸術文化協会加盟団体の皆さんによる展示・発表�

新鮮なりんごジュー�
スはいかがですか？�

アツアツ�　　　どーぞ！�

自慢のドジョウ�
是非ご賞味あれ！�

秋の味覚満載！�
農林水産物販売�

上手に�
できるかな。。。�
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瑞
宝
単
光
章
「
消
防
功
労
」
�

　
金
子
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
に
旧
八
竜
町
議
会
議
員
に
当
選
し
、

平
成
18
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で
総
務
常
任
委
員
長
、
平
成
26
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
三
種
町
議
会
議
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
伊
藤
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
に
旧
琴
丘
町
議
会
議
員
に
当
選
し
、

平
成
24
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
総
務
常
任
委
員
長
、
平
成
26
年
か

ら
平
成
28
年
ま
で
議
会
運
営
委
員
長
、
平
成
28
年
か
ら
現
在
ま
で

総
務
常
任
副
委
員
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
共
に
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
平
成
28
年
秋
田

県
地
方
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

秋
田
県
地
方
自
治
功
労
者
表
彰
�

金
子
　
芳
継
　氏
（
大
口
）
�

伊
藤
　
千
作
　氏
（
鹿
渡
新
屋
敷
）
�

長
年
の
地
方
自
治
活
動
に
尽
力

長
年
の
地
方
自
治
活
動
に
尽
力
�

長
年
の
地
方
自
治
活
動
に
尽
力
�

　
政
府
は
11
月
３
日
に
、
秋
の
叙
勲
受
章
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

三
種
町
か
ら
は
、
元
八
竜
町
消
防
団
分
団
長
で
あ
る
清
水
芳
忠

氏
（
85
歳
・
浜
田
）
と
三
浦
　
一
郎
氏
（
83
歳
・
浜
田
）
が
消

防
功
労
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昭
和
33
年
１
月
に
旧
八
竜
町
消
防
団
に
入
団
。�

昭
和
47
年
４
月
に
班
長
、
昭
和
58
年
４
月
に
部

長
、
昭
和
63
年
１
月
に
分
団
長
に
就
任
し
平
成

６
年
４
月
ま
で
、
地
域
住
民
の
生
活
と
財
産
を

守
る
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

清
水
　
芳
忠
　氏
（
浜
田
）�

　
昭
和
36
年
４
月
に
旧
八
竜
町
消
防
団
に
入
団
。�

昭
和
58
年
11
月
に
班
長
、
平
成
３
年
４
月
に
部

長
、
平
成
６
年
５
月
に
分
団
長
に
就
任
し
、
平

成
11
年
１
月
ま
で
、
地
域
住
民
の
生
活
と
財
産

を
守
る
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

三
浦
　
　
一
郎
　氏
（
浜
田
）�

伊藤　千作　氏� 金子　芳継　氏�

清水　芳忠　氏�

三浦　　一郎　氏�
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「
４
時
か
ら
ラ
イ
ト
＆�

ピ
カ
ッ
と
反
射
材
運
動
」�

　
10
月
31
日
、
11
月
１
日
〜
２
日
、
11

月
４
日
の
４
日
間
、
道
の
駅
こ
と
お
か

に
て
「
４
時
か
ら
ラ
イ
ト
＆
ピ
カ
ッ
と

反
射
材
運
動
」
に
伴
う
街
頭
広
報
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
運
動
は
、
夕
暮
れ
が
早
く
な
る

こ
の
時
期
に
歩
行
者
等
の
早
期
発
見
・

前
方
注
視
の
徹
底
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

交
通
指
導
隊
及
び
交
通
安
全
協
会
会
員

ら
が
国
道
７
号
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
に
幟
旗
を
使
っ
て
周
知
し
た
ほ
か
、

道
の
駅
利
用
者
に
は
啓
発
用
テ
ィ
ッ
シ

ュ
や
反
射
材
、
能
代
警
察
署
が
作
成
し

た
「
三
種
の
ラ
イ
ト
運
動
」
の
チ
ラ
シ

を
配
布
し
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。�

年
末
の
交
通
安
全
運
動�

　
　
12
月
11
日
〜
20
日�

【
運
動
の
基
本
】�

�

●
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止�

�【
運
動
の
重
点
】�

�

●
冬
道
の
安
全
運
転
の
励
行�

●
飲
酒
運
転
の
根
絶�

●
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席�

　
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド�

　
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底�

　�冬
道
は
、
「
時
間
・
車
間
距
離
・

心
」
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
安

全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

平
成
平
成
28
年
度
年
度�

社
会
福
祉
功
労
者
に
対
す
る

社
会
福
祉
功
労
者
に
対
す
る�

知
事
表
彰

知
事
表
彰�

平
成
28
年
度�

社
会
福
祉
功
労
者
に
対
す
る�

知
事
表
彰�

　
三
種
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
近
藤
コ

ト
さ
ん
、
平
澤
千
代
子
さ
ん
、
赤
川
博
美
さ

ん
、
小
玉
都
紀
子
さ
ん
、
鎌
田
ま
さ
子
さ
ん
、

渡
邊
房
子
さ
ん
、
牧
野
清
子
さ
ん
の
７
名
が
、

10
月
19
日
に
秋
田
県
民
会
館
に
て
開
催
さ
れ

た
秋
田
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
社
会

福
祉
功
労
者
と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。�

　
長
年
に
わ
た
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
の
御
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
も
の
で
す
。�

　
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。�

12
月
は
「
秋
田
県
飲
酒�

運
転
追
放
県
民
運
動
強�

調
期
間
」
で
す
。�

【
運
動
の
重
点
】�

�

●
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
た
環
境
づ

く
り
の
促
進�

�
●
飲
食
店
等
に
お
け
る
運
転
者
へ
の
酒

類
提
供
禁
止
の
徹
底
及
び
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
運
動
の
促
進�

�

●
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
運
転
者
教
育

の
推
進�

特
設
人
権
相
談
所
開
設�

　
次
の
日
程
で
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
等
を
抱
え
て
い
る
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

・
12
月
７
日
　
八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

・
12
月
８
日
　
山
本
公
民
館�

・
12
月
９
日
　
パ
レ
ス
琴
丘�

　
　
　
※
相
談
時
間
　
10
時
〜
15
時�

【
人
権
擁
護
委
員
】�

○
琴
丘
地
域
　
小
山
俊
一
、
國
柄
春
美�

　
　
　
　
　
　
近
藤
和
雄�

○
山
本
地
域
　
千
葉
　
聡
、
信
太
民
久�

　
　
　
　
　
　
小
沢
寿
昭�

○
八
竜
地
域
　
見
上
雅
子
、
成
田
隆
道�

　
　
　
　
　
　
工
藤
富
直�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
民
生
活
課
　
町
民
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
５�

飲酒運転等の状況�（運転者住居別結果）�

10月中� H28累計�

酒酔い運転� ０�件� ０件�

酒気帯び件数　� １�件� ５件�

飲酒事故（負傷）件数� ０�件� ０件�

飲酒事故（死亡）件数� ０�件� ０件�

交通死亡事故件数� ０�件� ０件�

全県市町村順位（25市町村中）11位（前月９位）↓�

さ
ん
し
ゅ�
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三種町職員の給与等をお知らせします�
　町職員など地方公務員の給与・定員等は、各地方自治体の運用によりますが、同時に、自律機能による給         

与水準の適正化が求められています。町では、職員の給与や定員の状況を町民のみなさんに公表することにより、ご

理解とご協力を得ながら、より適正な給与水準、定員管理に努めていきます。�

　なお、町職員の給与は、町議会の審議を経て条例で定められており、その制度については国に準じたものになって

います。また、町職員の定員も条例で定められており、効率的な行政サービスを行うことができるよう、それぞれ配

置しております。�

1　人件費の状況（平成27年度普通会計決算）�

3　職員の平均年齢、平均給料月額及び�
　　平均給与月額（平成28年4月1日現在）�

5　職員の経験年数別・学歴別平均給料�
　 月額の状況（平成28年4月1日現在）�

6　一般行政職の級別職員数等の状況�
　　　　　　　　　　　　　（平成28年4月1日現在）�

2　職員給与費の状況（平成27年度普通会計決算）�

4　職員の初任給の状況（平成28年４月１日現在）�

歳出額   11,173,025千円�

人件費�

1,742,282千円�
 15.6％�

人件費以外の経費�
9,430,743千円�

84.4％�

職員数�

人� 千円� 千円� 千円� 千円� 千円�

711,682203 101,762 267,390 5,3241,080,834

給　　与　　費�

給　料�職　員�
手　当�

期末・�
勤勉手当� 計�

１　人�
当たり�
給与費�

※職員手当に退職手当は含まない。�
※職員数は平成27年４月１日現在の普通会計における�
　人数。�

※給料とは基本給、給与とは給料に諸手当を加えたもの�
　です。�

※経験年数は卒業後の換算年数です。採用前に民間企業�
　等で勤務した場合などは、その期間を換算し採用後の�
　経験年数に加えます。�

※職員数は、給与条例に基づく給料表の級区分によりま�
　す。                 �
※一般行政職は、税務職、看護・保健職、福祉職、企業�
　職、技能労務職以外の職員です。 �

区　　分� 平均年齢�平均給料月額�平均給与月額�

一般行政職� 43.9歳� 313,400円� 353,700円�

技能労務職� 48.5歳� 283,000円� 312,600円�

区　　分� 三種町� 秋田県� 国�

区　　分�
経験年数�
10年～�
15年未満�

経験年数�
15年～�
20年未満�

経験年数�
20年～�
25年未満�

一　般�
行政職�

技　能�
労務職�

大学卒�

高校卒�

高校卒�

176,700円�

144,600円�

142,000円�

176,700円�

144,600円�

142,000円�

176,700円�

144,600円�

－�

一　般�
行政職�

技　能�
労務職�

大学卒�

高校卒�

高校卒�

271,700円�

212,000円�

265,200円�

299,800円�

300,400円�

231,000円�

344,200円�

309,000円�

－�

区　分�６級�

主管�
・�
課長�

５級�

参事・�
課　長�
補　佐�

４級�

係長・�
上　席�
主　査�

３級�

主　席�
主査・�
主　査�

２級�

主任�

１級�

主事�
計�基　準�

職　務�

職員数�
（人）�

構成比�
（％）�

12

7.9 18.5 19.9 33.1 6.0 14.6 100.0

28 30 50 9 22 151
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10　定員適正化計画の数値目標及び進ちょく状況�

7　職員の手当の状況�

8　部門別職員数の状況と主な増減理由�
　　　　　　　　　　　　　　（各年４月１日現在）�

１）期末手当・勤勉手当�

○平成27年度1人当たり平均支給額　1,273千円�

○平成27年度支給割合�

１）計画期間　　平成24年４月１日～平成30年４月１日�

　　　　　　　 （平成26年度　見直し）�

２）数値目標　　平成30年　190人�

３）進ちょく状況�

○職制上の段階、職務の級等による加算措置�

　役職加算５～15％�

２）時間外勤務手当（普通会計職員）�

期末手当� 勤勉手当�

2.50月分� 1.55月分�

４）その他の手当�

平成27年度決算�
支給実績�

1人当たり平均支給年額�

区　　　　分�

勤続20年�

勤続25年�

勤続35年�

最高限度額�

その他の加算措置�

1人当たり平均支給額�

23,895千円�

259,728円�

３）退職手当（平成28年４月１日現在）�

自己都合� 勧奨・定年�

20.445月分�

29.145月分�

41.325月分�

49.590月分�

25.55625月分�

34.58250月分�

49.59000月分�

49.59000月分�

定年前早期退職特例　2～45％�

17,622千円�

区　分�

住居手当�

通勤手当�

管 理 職�

手　　当�

寒 冷 地 �

手 　 当�

扶養手当�

内　　　容�

配偶者�

借家支給限度額�

交通機関利用支給限度額�

世帯主で扶養親族のある職員�

世帯主で扶養親族のない職員�

その他の職員�

自動車等利用支給限度額�

主管、総務課長　　月額48,000円�

課長、支所長等　　月額40,000円�

参事、課長補佐等　月額32,000・22,000円�

配偶者以外（１人につき）�

配偶者のない職員の扶養親�
族１人目�

16歳から22歳の子１人につき�

扶養親族の要件を満たさない�
配偶者を有する者のその他の�
扶養親族の１人目�

支給単価�

13,000円�

6,500円�

27,000円�

55,000円�

17,800円�

10,200円�

7,360円�

31,600円�

加算5,000円�

11,000円�

6,500円�

※寒冷地手当の支給は11月から翌年３月まで。�

9　特別職の報酬等の状況�
　　　　　　　　　　　　（平成28年４月１日現在） �

議　会�

総　務�

税　務�

民　生�

衛　生�

農林水産�

商　工�

土　木�

小　計�

教　育��

水　道�

下水道�

その他�

小　計�

部門�

区分� 区　分�

町　長�

副町長�

教育長�

議　長�

副議長�

議　員�

職員数�

27年�28年�

3�

49�

12�

36�

14�

22�

7�

20�

163�

26��

3�

4�

14�

21�

210

3�

53�

12�

36�

15�

21�

7�

14�

161�

25��

3�

4�

14�

21�

207

0�

4�

0�

0�

1�

△ 1�

0�

△ 6�

△ 2�

△ 1��

0�

0�

0�

0�

△ 3

対前年�
増減数�

主な増減理由�

一
　
　
般
　
　
行
　
　
政�

特別�
行政�

公
営
企
業
等�

合　　計�

�

本庁・支所業務事務合理化�

      �

      �

業務増�

本庁・支所業務事務合理化�

      �

本庁・支所業務事務合理化�

      �

校務員退職不補充 

※公営企業等のうち、水道は水道及び簡易水道事業職員、�
　下水道は下水道及び農業集落排水事業職員、その他は�
　温泉事業及び国保、介護事業職員です。�
※教育には、教育長を含んでいません。�

給料・報酬月額� 期末手当�

755,000円�

560,000円�

513,000円�

288,000円�

255,000円�

241,000円�

支給割合2.925月分�

支給割合2.925月分�

目 標 値�

実 職 員 数 �

対 前 年 比 �

退 職 者 数�

新規採用者数�

Ｈ26年�

203�

203�

△7�

2�

5

208�

210�

7�

13�

9

205�

207�

△3�

�

9

198

Ｈ27年� Ｈ28年� Ｈ29年�

（単位：人）�

－�

－�

－�

－�

－�

※教育長を除きます。�
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介
護
給
付
費
通
知
書
の�

送
付
に
つ
い
て�

　
介
護
給
付
費
通
知
書
は
、
介
護
（
予

防
）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
定
期
的

に
お
知
ら
せ
す
る
通
知
で
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
や
回
数
な
ど
を
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

票
や
領
収
書
で
確
認
し
て
い
た
だ
く
目

的
で
お
送
り
し
ま
す
。�

●
通
知
書
の
送
付�

　
年
２
回
（
６
月
・
12
月
）
を
予
定
し

て
お
り
、
２
回
目
（
平
成
28
年
４
月
サ

ー
ビ
ス
分
〜
平
成
28
年
９
月
サ
ー
ビ
ス

分
）
は
12
月
上
旬
の
発
送
予
定
で
す
。�

◆
問
い
合
わ
せ
先
　�

　
福
祉
課
　
介
護
支
援
係�

　
　
８
５
‐
２
２
４
７�

Ｅ
Ｍ
生
ご
み
処
理
ぼ
か
し
の�

無
料
配
布
に
つ
い
て�

　
町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
へ
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。�

　
Ｅ
Ｍ
生
ご
み
処
理
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て

い
る
方
で
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
作
り
方
が

わ
か
ら
な
い
、
生
ご
み
処
理
で
Ｅ
Ｍ
ぼ

か
し
を
必
要
と
す
る
方
へ
無
料
配
布
を

行
い
ま
す
。�

●
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
配
布
数
量�

　
１
人
に
つ
き
１
回
あ
た
り
３
㎏�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
間
10 
㎏
）�

●
配
布
場
所�

　
八
竜
地
区
　
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー�

　
山
本
地
区
　
山
本
支
所
地
域
生
活
係�

　
琴
丘
地
区
　
琴
丘
支
所
地
域
生
活
係�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
民
生
活
課�

　
　
８
５
‐
４
８
２
４�

『
在
宅
介
護
実
態
調
査
及
び
介
護�

予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調�

査
』を
実
施
し
て
い
ま
す
！�

年末年始の休館日・休業等のお知らせ�年末年始の休館日・休業等のお知らせ�年末年始の休館日・休業等のお知らせ�
役場、各総合支所�

12月29日（木）～１月 ３日（火）�

死亡届（火葬受付）、婚姻届等戸籍関係の届出は本庁のみ�

可能です。※来庁前に連絡願います（　85－2111）�

清華苑�

12月31日（土）午後～１月１日（日）�

保健センター�

12月29日（木）～１月 ３日（火）�

琴丘ひまわりセンター�

12月29日（木）～１月 ３日（火）�

放課後児童クラブ�

12月29日（木）～１月 ３日（火）�

ごみの収集�

琴丘地域　　　　１月１日（日）～１月 ３日（火）�

山本地域　　　　１月１日（日）～１月 ３日（火）�

八竜地域　　　　１月１日（日）～１月 ３日（火）�

投棄場、ごみ処理場�

舞台沢投棄場　　　　12月31日（土）～１月 ３日（火）�

大沢ごみ処理場　　　12月31日（土）～１月 ３日（火）�

増沢処理場　　　　　12月31日（土）～１月 ３日（火）�

清吉根小屋沢処理場　12月31日（土）～１月 ３日（火）�

※清吉根小屋沢処理場は、１月～３月まで閉鎖します。  �

（積雪量により、早期閉鎖の場合があります）�

各公民館・ふるさと文化館・さざなみ苑�

琴丘公民館　　　　　　12月29日（木）～１月３日（火）�

八竜改善センター・鵜川地区館・浜口地区館�

　　　　　　　　　　　12月29日（木）～１月３日（火）�

山本公民館　　　　　　12月29日（木）～１月３日（火）�

ふるさと文化館　　　　12月29日（木）～１月３日（火）�

さざなみ苑　　　　　　12月29日（木）～１月３日（火）�

各体育館・ゆめすた・あめふらんど�

琴丘総合体育館　　　　12月29日（木）～１月３日（火）�

八竜体育館　　　　　　12月29日（木）～１月３日（火）�

山本体育館       　　12月29日（木）～１月３日（火）�

あめふらんど       　　12月29日（木）～１月３日（火）�

ゆめすた       　　12月29日（木）～１月３日（火）�

ふれあいセンター�

12月29日（木）～１月３日（火）�

　
町
で
は
、
平
成
29
年
度
に
第
７
期
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
す
が
、
策
定
に
あ

た
り
、
地
域
の
高
齢
者
の
生
活
実
態
を

分
析
し
、
地
域
の
課
題
や
高
齢
者
の
要

望
等
（
ニ
ー
ズ
）
及
び
家
族
介
護
者
等

の
実
態
を
よ
り
的
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。�

　
こ
の
た
め
、
町
内
在
住
の
65
歳
以
上

高
齢
者
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

に
よ
り
、
要
介
護
認
定
者
及
び
そ
の
介

護
者
の
方
に
は
在
宅
介
護
実
態
調
査
、

要
介
護
認
定
者
以
外
の
方
に
は
介
護
予

防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
調
査
対
象
者
の
方

が
た
へ
は
11
月
下
旬
に
調
査
票
を
発
送

し
て
お
り
ま
す
。�

　
収
集
し
た
個
人
情
報
は
条
例
に
基
づ

く
適
正
な
取
り
扱
い
を
行
い
、
今
回
の

調
査
目
的
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
本
調
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
福
祉
課
　
介
護
支
援
係�

　
　
８
５
‐
２
２
４
７�
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は�

届
け
出
が
必
要
で
す
！�

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
お
早

め
に
家
屋
滅
失
届
を
税
務
課
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
係
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。�

　
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
翌
年
度
以

降
も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。�

　
登
記
の
あ
る
家
屋
に
つ
い
て
は
、
別

途
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
滅
失
登
記
を
し
た
場
合
に

は
、
家
屋
滅
失
届
の
提
出
は
不
要
で
す

が
、
滅
失
登
記
が
で
き
な
い
場
合
や
手

続
き
が
遅
れ
る
場
合
な
ど
は
、
取
り
壊

し
後
、
速
や
か
に
家
屋
滅
失
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。�

留
意
点
１�

　
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
１
月
１

日
で
す
。
例
え
ば
、
家
屋
を
12
月
に
取

り
壊
し
て
届
け
出
た
場
合
、
翌
年
度
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
１
月
に
取
り
壊

し
た
場
合
、
そ
の
年
度
は
課
税
さ
れ
ま

す
。�

留
意
点
２�

　
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
の
全

部
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
そ
の
敷
地
に

適
用
さ
れ
て
い
た
特
例
措
置
が
適
用
さ

れ
な
く
な
り
、
敷
地
の
税
額
が
上
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
税
務
課 

賦
課
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
８�

　
任
期
満
了
に
伴
う
浜
口
土
地
改
良
区

総
代
選
挙
が
、
次
の
と
お
り
執
行
さ
れ

ま
す
。
組
合
員
の
方
に
は
12
月
17
日
頃

に
投
票
所
入
場
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
自
分
の
投
票
所
等
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。�

�

●
投 

票 

日
　
12
月
21
日（
水
）�

�

●
告 

示 

日
　
12
月
14
日（
水
）�

�

●
投
票
時
間
　
８
時
〜
15
時�

●
選
挙
権
　
　
土
地
改
良
区
の
組
合
員�

�

●
被
選
挙
権
　
組
合
員
の
資
格
を
有
す�

　
　
　
　
　
　
る
満
25
歳
以
上
の
者�

���

●
届
出
期
限�

　
12
月
14
日（
水
）〜
15
日（
木
）�

　
　
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で�

�
●
受
付
場
所
　
役
場
　
総
務
課�

�

※
届
出
用
紙
　
選
挙
管
理
委
員
会
と
浜

口
土
地
改
良
区
事
務
所
に
準
備
し
て

い
ま
す
の
で
事
前
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
住
民
票
（
個
人
票
・
本
籍
付
）

の
添
付
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先
　�

　
三
種
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　�

　
　
７
４
‐
６
４
２
２�

�

浜
口
土
地
改
良
区

浜
口
土
地
改
良
区�

　
　
総
代
選
挙
の
投
票
日
で
す

　
　
総
代
選
挙
の
投
票
日
で
す�
浜
口
土
地
改
良
区�

　
　
総
代
選
挙
の
投
票
日
で
す�

●投票区等�

選　　挙　　区�

（土地の所在地）�

浜　　　口�

土地改良区�

事　務　所�

１１人�

１０人�

９人�

納
期
限
の
お
知
ら
せ�

◎
町
県
民
税
　
　
　（
４
期
）�

◎
国
民
健
康
保
険
税（
４
期
）�

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

　
　
　
　
　
　
　
　（
６
期
）�

12
月
28
日（
水
）が�

　
　
　
納
期
限
で
す�

☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！�

　
役
場
各
納
付
窓
口
、
町
内
各
金
融

機
関
、
Ｊ
Ａ
、
期
限
内
で
あ
れ
ば
郵

便
局
及
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

も
利
用
で
き
ま
す
。�

４
０
０
ml
献
血
に�

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！�

山
本
地
域 

12
月
９
日�

三
種
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　 

　�

　
　
10
時
〜
11
時
30
分�

　
　
　�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
り
た
け �

　
　
13
時
〜
14
時�

　
　
　�

山
本
公
民
館�

　
　
15
時
〜
16
時
15
分�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
山
本
総
合
支
所
　
地
域
生
活
係�

　
　
８
３
‐
２
１
１
５�

立
候
補
の
届
け
出
に
つ
い
て�

投票場所�
選挙すべき�

総代の数�

第１（浜田字～　他）�

第２（大口字～）�

第３（芦崎字～　他）�
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◆申し込み・問い合わせ先　　農林課　農政係　　８５－４８２６�

係�

関�

林�

農�
平
成
28
年
度�

三
種
町
農
業
人
材
育
成
事
業
報
告�

　
本
事
業
は
、
農
業
の
中
核
と
な
る
べ
き
農
業
者
の

方
が
た
を
先
進
農
業
地
の
優
れ
た
農
家
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
生
産
技
術
を
体
得
さ
せ
る
な
ど
の
目
的
で

研
修
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
９
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
岩
手
県

八
幡
平
市
に
あ
る
「
道
の
駅
に
し
ね
」
の

農
産
物
直
売
所
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

今
年
４
月
に
20
年
目
を
迎
え
た
「
道
の
駅

に
し
ね
」
で
店
長
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
っ

て
き
ま
し
た
。�

　
店
内
は
、
広
い
と
い
う
印
象
で
は
な
く
、

平
日
４
０
０
人
、
土
日
は
１
０
０
０
人
も

来
店
し
、
直
売
所
の
売
り
上
げ
だ
け
で
、

１
億
４
千
万
円
も
あ
る
と
い
う
話
を
聞
い

て
正
直
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
売
り
場

の
商
品
を
手
に
取
っ
て
見
る
と
、
収
穫
し

た
日
に
ち
が
記
入
さ
れ
て
い
て
分
か
り
や

す
く
、
安
心
し
て
商
品
を
購
入
で
き
る
こ

と
に
と
て
も
関
心
し
、
レ
ジ
に
次
つ
ぎ
と

現
れ
る
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い
に
買
い
物
し
て
い

る
お
客
様
を
見
て
、
納
得
で
き
ま
し
た
。�

　
八
幡
平
市
で
は
、
冬
季
間
に
休
む
直
売

所
が
多
い
中
で
、
年
間
を
通
し
て
、
ほ
う

れ
ん
草
や
、
小
松
菜
と
い
っ
た
葉
物
野
菜

を
切
ら
さ
ず
、
１
日
に
３
回
商
品
の
補
充

に
行
っ
た
り
、
市
場
の
価
格
に
左
右
さ
れ

な
い
一
定
価
格
を
維
持
す
る
な
ど
、
会
員

一
人
ひ
と
り
の
努
力
で
直
売
所
を
「
ほ
う

れ
ん
草
の
里
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
っ

た
こ
と
に
、
同
じ
生
産
者
と
し
て
と
て
も

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
視
察
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
地
元
産
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る

消
費
者
に
、
心
を
込
め
て
自
分
の
作
っ
た

も
の
を
届
け
る
こ
と
こ
そ
、
直
売
所
の
役

割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
当
た
り
前
の
こ
と
を
積
み
重
ね
て
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。�

◆視察研修報告
書�

　八竜産直セン
ター�

　　　メロディ
アン�

�

　【研修地】　�

　　岩手県　八
幡平市�

「道の駅にしね」で研修�

畑作物農業技術研修の�
お知らせ�
�

　能代市との定住自立圏形成協定により能代市農業

技術センターで行う研修事業へ三種町から申し込み

が出来るようになりました。�

　研修事業では、新たに畑作物の栽培や拡大に取り

組む農業者及び新規就農を目指す方を対象に技術研

修を行います。�
�

●研修場所　能代市農業技術センター�

●研修期間　４月～翌々年３月（24か月）�

●研修内容　野　菜�
�

●対 象 者　申請時の年齢が概ね50歳以下で三種町

での就農が確実と見込まれる者�

●定　　員　４～５名程度（能代市山本郡）�
�

●申込方法�

　申し込みを希望する場合は、農林課農政係まで

ご連絡ください。�

　定員になり次第締め切りとなります。�

平成28年度�
周年園芸推進フォーラムの�

お知らせ�

●と　　き　１２月２１日�
　　　　　　　１３：００～１５：３０�

�

●と こ ろ　秋田県農業試験場�
�

●内　　容�

事例発表、技術セミナー（ネギ・アスパラガス・

ダリア）、ほ場公開など�

�

●申込方法�

　農林課農政係に備え付けの申込み用紙でお申し

込みください。�

�

●申込期限　１２月１４日�

�

●そ の 他　�

　参加費無料。会場へは各自でお願いします。�
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除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る
た
め
、
特
に
次
の
点

に
つ
い
て
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
道
路
除
雪
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

��

　
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
に
支
障
を
き

た
す
ば
か
り
で
な
く
、
吹
雪
や
夜
間
な

ど
に
は
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
路
上
駐
車
は
絶
対
や
め
ま
し

ょ
う
。�

���

　
道
路
へ
雪
を
出
す
と
路
面
凍
結
の
原

因
に
な
る
ほ
か
、
路
面
が
凸
凹
に
な
り

交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

道
路
へ
の
雪
出
し
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。�

���

　
除
雪
作
業
は
雪
を
残
さ
な
い
よ
う
に

極
力
努
め
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も

道
路
左
右
に
雪
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
出
入
り
口
に
寄
せ
ら

れ
た
雪
は
各
ご
家
庭
で
排
雪
処
理
し
て

頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�

��

　
除
雪
作
業
は
、
通
勤
通
学
の
支
障
に

な
ら
な
い
よ
う
深
夜
や
早
朝
か
ら
作
業

を
行
い
ま
す
。
騒
音
、
振
動
等
に
よ
り

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。�

���

　
ご
み
収
集
箱
等
道
路
面
に
設
置
し
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
除
雪
作
業
で

破
損
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
道
路

外
へ
移
動
す
る
か
除
雪
車
か
ら
見
え
る

よ
う
に
ポ
ー
ル
等
の
目
印
を
付
け
る
な

ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

���

　
道
路
へ
の
倒
木
や
枝
の
張
り
出
し
な

ど
は
除
雪
作
業
に
支
障
を
き
た
す
ほ
か
、

車
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
り
交

通
事
故
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。�

　
枝
の
張
り
出
し
な
ど
は
法
的
に
禁
止

さ
れ
て
い
る
行
為
で
あ
り
、
万
が
一
交

通
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
所
有
者

は
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
ま
す
。�

　
除
雪
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
、
ま
た
交
通
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
も
樹
木
、
枝
の
張
り
出
し
及
び

朽
木
を
今
一
度
確
認
し
、
必
要
に
応
じ

て
伐
採
す
る
な
ど
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。�

�

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
へ�

�

　
路
面
が
凍
結
や
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い

場
所
に
凍
結
防
止
剤
を
散
布
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
一
時
的
に
凍
結
を
抑
制
す
る
も

の
で
完
全
に
防
止
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。�

　
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
た
安
全
運
転
を
お

願
い
し
ま
す
。�

琴
丘
上
小
阿
仁
線�

�

　
　
三
種
町
北
川
原
仮
戸�

　�　�　
　
上
小
阿
仁
村
小
田
瀬�

　�　
　
12
月
２
日
〜
４
月
14
日�

�

濁
川
上
岩
川
線�

　�　
三
種
町
上
岩
川
小
新
沢�

��

　
能
代
市
二
ツ
井
町
釜
谷�

�

　
　
12
月
２
日
〜
５
月
19
日�

��

※
閉
鎖
期
間
は
雪
ど
け
の
状
況
に
よ
り

　
変
更
し
ま
す
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
山
本
地
域
振
興
局
　
建
設
部�

　
工
務
課
　
工
務
第
１
班�

　
　
５
２
‐
６
１
０
９�

�

除
雪
作
業
と
樹
木
の
適
正
管
理
に�

ご
理
解
と
ご
協
力
を�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
建
設
課
　
建
設
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
１�

県
道
の�

冬
季
閉
鎖
区
間
の�

お
知
ら
せ�

1

路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い�

2

道
路
へ
雪
を
出
さ
な
い�

3

各
戸
出
入
口
の
雪
寄
せ
に�

ご
協
力
を�

6

道
路
沿
い
の
樹
木
の�

管
理
に
つ
い
て�

5

ゴ
ミ
収
集
箱
の
表
示
や�

移
動
に
つ
い
て�

4

深
夜
・
早
朝
作
業
に�

ご
理
解
を�

冬
季
閉
鎖
区
間�

閉
鎖
期
間�

冬
季
閉
鎖
区
間�

閉
鎖
期
間�
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◆申し込み・問い合わせ先　　福祉課　福祉係　　８５－２１９０�

※保育標準時間 … 両親のフルタイム就労等を想定した利用時間（最長11時間）�

※保育短時間 … 両親またはいずれかが求職活動、パート就労等を想定した利用時間（最長８時間）�

※上記①～⑤の利用時間により、保育料の取り扱いが異なります。�

３　号�
（保育認定）�

２　号�
（保育認定）�

１　号�
（教育標準時間認定）�

認定区分�

教育標準時間…④�
教育標準時間…⑤�

教育標準時間…②�
教育標準時間…③�

教育標準時間…①�

利用時間�

教育を希望する家庭�

保育を必要とする世帯�

保育を必要とする世帯�

対象の家庭�

幼稚園・認定こども園�

保育所・認定こども園�

保育所・認定こども園など�

利用できる施設�

３～５歳�

３～５歳�

０～２歳�

年　齢�

　平成27年４月から始まった子ども・子育て支援新制度により、保育園や幼稚園に入園する場合には下記表の区分

の認定を受けるための申請が必要です。�

　申請については入園申込書が申請書を兼ねていますので、特別な手続きは必要ありません。�

　町では、申請内容（子どもの年齢、保護者の就労状況、家庭状況等）から保育の必要性を判断し、認定区分や利用

時間（表①～⑤）を決定し支給認定証を交付します。�

　なお、町外の保育園や認定こども園等の利用を申し込む場合も、施設を通じて町が認定を行います。�

子ども・子育て支援新制度による教育・保育施設�

（保育園・幼稚園・認定こども園など）利用の手続きについて�

�

～29年度に入園を希望される保護者の皆様へ～�

保育園児・幼稚園児募集のお知らせ保育園児・幼稚園児募集のお知らせ�保育園児・幼稚園児募集のお知らせ�
琴丘・森岳・下岩川・金岡保育園（公立）／鵜川・浜口保育園（私立）�

平成29年度の保育園児を次のとおり募集します。�

【募集対象】　平成23年４月２日以降に生まれた子ども�

【受付期間】　平成28年12月14日～平成29年１月10日�

【提出書類】　○現在入園している園児は「現況届」を提出�

　　　　　　　※後日保育園を通じて配布します。�

　　　　　　○新規の入園児は「入園申込書」を提出�

　　　　　　　※個別には通知しません。�

八竜幼稚園　幼稚園はこどもが初めてであう学校です�

※申込書は福祉課、各総合支所地域生活係または�

    各保育園まで�

◆問い合わせ先�

　福祉課福祉係　　　　　　　８５－２１９０�

　琴丘総合支所地域生活係　　８７－３５１６�

　山本総合支所地域生活係　　８３－２１１５�

【教育方針】　一人ひとりの輝きを大切にはぐくみます�

【募集対象】　満３歳～学齢まで�

※町内外問わず、どなたでも入園できます�

【保育時間】　７時30分～18時30分まで（預かり保育時間含む）�

【受付期間】　平成28年12月～随時�

◆申し込み・問い合わせ先�

　学校法人�

　八竜幼稚園　　８５－２２４１�

八竜保育園（小規模保育園）�

【募集対象】　０歳（生後２か月）～２歳のお子さま　�

【保育時間】　７時～19時まで（延長保育時間含む）�

【受付期間】　平成28年12月～随時�

　入園を希望される方は、直接保育園へお出でください。�

�

◆問い合わせ先�

　社会福祉法人　明和会�

　八竜保育園　　　８８－８９８６�

給　食�
スクールバス送迎�
預かり保育あり�

森のようちえん全国ネットワーク加盟園�
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◆問い合わせ先　　保健センター　　８３－５５５５�

８３－５５５５�

保健センター�

日
曜
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
�

検診項目�

肺がん検診�

胃がん検診�

大腸がん検診�

子宮がん検診�

�

乳がん検診�

検診料金�

無　料�

1,200円�

500円�

1,500円�

1,300円�

1,000円�

1,300円�

1,000円�

対象者�

30歳以上�

30歳以上�

30歳以上�

20歳以上の女性�

30～39歳の女性�

�

40歳以上の女性�

胸部レントゲン検査�

胃部エックス線撮影�

便潜血反応検査�

子宮頸部細胞診・卵巣超音波�

超音波検査・視触診�

超音波検査�

マンモグラフィ－検査・視触診�

マンモグラフィ－検査�

申　　込　　先�

検

診

日

�

会
　
　
場
�

能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
　
検
診
セ
ン
タ
ー
�

12
月
18
日
・

２
月
26
日�

　
平
日
に
検
診
を
受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象
に
、
医
療
機
関
で
行
う

「
日
曜
が
ん
検
診
」
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
�

H29年�

受付時間�

8：30～�

9：00　�

●検診項目・対象者・検診料金（年齢は平成29年３月31日現在）�

検診内容�

◆検診料金は、検診当日能代厚生医療センター　健診センターにお
支払いください。�
◆次の方は検診料金が無料になります。�
①「無料クーポン券」・「無料受診券」をお持ちの方�
　⇒検診当日 必ずご持参ください。�
　※紛失した方は三種町保健センターへ連絡ください。�
②平成29年３月31日現在の年齢が満40歳の方と満70歳以上の方�
③非課税世帯の方(世帯を同じくする方全員が非課税)�
　⇒検診用非課税世帯確認願の発行手続きが必要です。　　�
※健康推進課、各総合支所地域生活係で手続きをしてください。
手続きの際は、健康保険証か免許証をご持参ください。�

④生活保護受給者�
⑤検診日に満65歳以上で精神保健福祉手帳、身体障がい者手帳（１
～３級）を所持している方�
★③～⑤に該当する方は、検診当日該当条件を証明する書類を必ず
提示してください。当日提示できない場合は、無料になりません
のでご注意ください。�

能代厚生医療センター�
健診センター�

申　込　締　切�

12月1日（木）～�
検診希望日の前週水曜日までに申し込み�

電話番号�

５２－３１１１�

受付時間�

平日�
１１時～１６時�

〈注意〉　すでに集団検診や能代厚生医療センター・ＪＣＨＯ秋田病院の人間ドックを受けた方、  今後受診予定のあるの方は重複�
　　　　して受診できませんので、ご注意ください。�
�

※申し込みの際は、「日曜がん検診の申し込み」とお話ください。�

���〈 

人
↓
食
べ
物
↓ 

人 

〉�

感
染
者
が
調
理
の
際
に
食
品
を
汚
染

し
、
そ
の
食
品
を
食
べ
た
人
が
感
染�

〈
食
べ
物
〉�

ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
カ
キ
等
の

二
枚
貝
を
不
十
分
な
加
熱
調
理
で
食

べ
て
感
染�

〈
人
↓
人
〉�

感
染
者
の
お
う
吐
物
や
糞
便
を
不
適

切
に
始
末
し
て
感
染�

　
家
庭
や
共
同
生
活
を
し
て
い
る
施

設
な
ど
で
は
、
人
か
ら
人
へ
直
接
感

染
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

���

①
手
洗
い
と
う
が
い
を
励
行�

　
し
ま
し
ょ
う�

　
ト
イ
レ
の
後
や
食
事
の
前
に
、
十

分
な
手
洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
手

洗
い
は
石
け
ん
を
使
用
し
、
よ
く
泡

立
て
て
全
体
を
こ
ま
め
に
洗
い
ま
し

ょ
う
。
手
を
拭
く
際
に
は
、
使
い
捨

て
の
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
を
使
い
タ

オ
ル
の
共
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。�

②
食
品
は
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う�

　
十
分
な
加
熱
（
中
心
温
度
85
℃
以

上
）
で
１
分
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

加
熱
で
き
な
い
も
の
は
、
流
水
で
し

っ
か
り
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。�

③
調
理
器
具
は
十
分
に
洗
浄･

消
毒

し
ま
し
ょ
う�

　
ま
な
板
、
ふ
き
ん
等
は
よ
く
洗
い
、

塩
素
系
漂
白
剤
に
浸
し
消
毒
し
ま
し

ょ
う
。�

④
お
う
吐
物
や
便
の
処
理
に
は
十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ
う�

　
使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
や
手
袋
を
し

て
速
や
か
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
密

封
し
た
う
え
で
捨
て
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。�

　
汚
染
さ
れ
た
床
は
、
ふ
き
取
り
し

た
後
、
塩
素
系
漂
白
剤
で
消
毒
し
ま

し
ょ
う
。�

　
汚
染
さ
れ
た
衣
類
は
、
汚
物
を
十

分
に
落
と
し
、
塩
素
系
漂
白
剤
に
１

時
間
浸
し
て
消
毒
す
る
か
、
85
℃
以

上
の
熱
湯
に
１
分
間
以
上
浸
し
て
消

毒
し
、
そ
の
後
、
洗
濯
し
ま
し
ょ
う
。�

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は�

　
　
　
　
ど
う
し
て
起
こ
る
？�

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を�

　
　
　
　
　
予
防
す
る
た
め
に�

冬
こ
そ
食
中
毒
の
季
節
で
す

冬
こ
そ
食
中
毒
の
季
節
で
す
! !
�

感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を

感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を�

冬
こ
そ
食
中
毒
の
季
節
で
す
! !
�

感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を�

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
は
、
気
温
の�

低
下
す
る
冬
季
（
11
月
〜
３
月
）
に
多
く
発
生
し
ま
す
。�

　
県
内
で
は
例
年
11
月
頃
か
ら
増
加
し
始
め
、
12
月
に
流
行
の
ピ

ー
ク
と
な
り
ま
す
。
流
行
期
を
迎
え
る
前
に
予
防
方
法
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。�
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10
月
23
日
、
三
種
町
町
民
祭
会
場

に
お
い
て
「
心
の
あ
た
た
か
さ
・
命

の
す
ば
ら
し
さ
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
は
約
２
１
０
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。�

　
町
が
平
成
21
年
度
か
ら
自
殺
対
策

の
一
環
と
し
て
心
と
命
の
大
切
さ
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
ま
す
。
標
語
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
者
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
日
本
笑
い
学

会
講
師
の
上
野
泰
夫
さ
ん
が
「
笑
い

は
健
康
の
特
効
薬
」
と
題
し
て
講
演

し
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
お
話
を

参
加
者
は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
次
の
よ
う
な
回
答
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
部
ご
紹
介
し

ま
す
。�

こころちゃん�心
の
あ
た
た
か
さ
・
命
の
す
ば
ら

心
の
あ
た
た
か
さ
・
命
の
す
ば
ら
�

し
さ
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

し
さ
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

心
の
あ
た
た
か
さ
・
命
の
す
ば
ら
�

し
さ
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

標語コンテストの表彰式�

◆問い合わせ先　保健センター　　　８３－５５５５�

上野泰夫さんの講演�

心の健康づくり事業をすすめていく上で�

どのようなことが必要だと思いますか？�Ｑ�
笑いは健康によい。確かに言

える

こと。くよくよせずに会話の
中に

笑いをとり入れ過ごしたいで
す。

（70代女性）�

常に近所と話合
い声か

けあうといいと
思いま

す。（60代女
性）�

お互いに声かけ合って
楽しく生きたいです。
（70代女性）�

困っている人の話をゆっくり聞いてくれる

と助かります。（70代女性）�

若い世代からの「生きる力をつけ
る教育」食・体・お金（経済）・
心（考え方）（60代男性）�

人が生きることに関した総合的な取り組みが大切だと思います。生きがいづくりなど生涯学習との連携が必要と思います。�（50代男性）�

アンケートへのご協力ありがとうございました。�
心の健康づくりや自殺対策の参考にさせていただきます。�

研 修 会 の お 知 ら せ �研 修 会 の お 知 ら せ �

●と　き　　１２月６日　１０：００～１１：３０�
●ところ　　三種町保健センター�

●内　容　　講演「あきた若者サポートステーション」について�
　　　　　　　　　　講師　あきた若者サポートステーション�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　大屋みはる　氏�

～あきた若者サポートステーションとは～�
働きたいけど、どうしたらいいかわからない・・・きっ

かけがつかめず悩んでいる・・・そのご家族からの相談

・支援をしている団体です。�

　心のふれあい相談員フォローアップ研修として開催す

る研修会ですが、興味のある方はどなたでも参加するこ

とができます。ぜひおいでください。�
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想�

素
晴
ら
し
か
っ
た
�

　
　「
ふ
る
さ
と
学
習
」交
流
会
�

町
長
�
三

浦

正

隆

�

　
去
る
11
月
17
日
、
山
本
ふ
る
さ
と

文
化
館
に
お
い
て
町
内
６
小
学
校
の

５
・
６
年
の
児
童
が
一
同
に
会
し
て

賑
や
か
に「
ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
聞
け
ば
全
小
学
校
が
集
ま
る
の
は

「
子
ど
も
議
会
」
以
外
で
は
初
め
て

と
の
こ
と
。
会
場
に
は
児
童
が
約
２

０
０
名
、
先
生
や
地
域
の
指
導
者
・

保
護
者
の
皆
さ
ん
等
約
１
０
０
名
の

方
が
た
も
参
加
さ
れ
ホ
ー
ル
が
ほ
ぼ

満
席
で
し
た
。�

　
下
岩
川
小
学
校
は
岩
川
水
系
米
に

つ
い
て
の
発
表
で
、
岩
川
水
系
米
と

は
何
か
、
岩
川
水
系
米
を
作
る
た
め

の
ル
ー
ル
や
産
地
の
特
徴
、
販
路
な

ど
を
発
表
。
関
西
方
面
に
全
体
の
80

％
が
行
っ
て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
金
岡
小
学
校
は
「
金
小
元

気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
紹
介
で
、
地

域
の
偉
人
で
国
会
議
員
も
務
め
た
信

太
儀
右
衛
門
等
に
つ
い
て
の
発
表
で

し
た
。�

　
森
岳
小
学
校
は
森
岳
歌
舞
伎
「
白

波
五
人
男
（
稲
瀬
川
勢
揃
い
の
場
）
」

を
発
表
し
、
会
場
か
ら
は
や
ん
や
の

喝
采
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。�

　
湖
北
小
学
校
は
湖
北
小
の
歴
史
と

伝
統
、
佐
々
木
北
涯
や
児
玉
高
致
な

ど
地
域
の
先
人
を
紹
介
。
三
種
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
に
参
加
し
た
感
想
を
表
現

豊
か
に
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
浜
口
小
学
校
は
「
ミ
ニ
八
郎
湖
」

と
し
て
作
ら
れ
た
ビ
オ
ト
ー
プ
の
管

理
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
。

ア
オ
コ
と
ミ
ジ
ン
コ
の
関
係
や
八
郎

湖
に
造
ら
れ
た
突
堤
に
実
際
に
水
草

を
植
え
た
経
験
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。�

　
琴
丘
小
学
校
で
は
６
年
生
が
中
館

番
楽
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
目

的
に
半
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

を
見
事
に
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
各
学
校
と
も
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
有

る
良
く
で
き
た
発
表
で
、
ま
た
、
素

晴
ら
し
い
児
童
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
御
指
導
い
た
だ

い
た
先
生
方
や
地
域
の
指
導
者
の
方

が
た
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
の
伝
統
芸
能
を
学
び
継
承
し
て

い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
地
域
の
資
源

を
よ
く
観
察
し
関
心
を
持
つ
こ
と
は

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
中
で
必
ず
や
生

か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
先
日
、
文
部
科
学
大
臣
の
お
話
を

聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
教
授
は
今
の
小

学
生
が
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
す
る

頃
に
は
65
％
の
人
が
、
今
は
ま
だ
世

の
中
に
存
在
し
て
い
な
い
職
業
に
就

く
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
は
今
、

実
際
に
あ
る
職
業
の
45
％
は
今
後
20

年
以
内
に
自
動
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
と

も
言
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
　�

　
そ
れ
ぐ
ら
い
の
勢
い
で
今
の
小
学

生
は
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

学
習
指
導
要
領
が
全
面
改
定
さ
れ
２

０
２
０
年
か
ら
順
次
導
入
さ
れ
ま
す
。

そ
の
な
か
の
中
心
的
な
考
え
方
は「
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
進
め

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
の

子
ど
も
た
ち
は
単
に
知
識
を
覚
え
る

だ
け
で
な
く
、
自
ら
主
体
的
に
変
化

に
対
応
し
な
が
ら
学
ん
で
い
く
能
力
、

そ
し
て
、
洞
察
力
を
も
っ
て
深
く
学

ぶ
と
言
う
こ
と
、
併
せ
て
、
他
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
共

存
し
な
が
ら
結
果
を
出
し
て
い
く
、

こ
う
い
っ
た
能
力
が
必
要
に
な
っ
て

来
ま
す
。�

　
今
回
、
交
流
会
を
見
て
「
三
種
の

子
供
達
は
大
丈
夫
だ
」
と
感
じ
ま
し

た
。
同
時
に
「
子
供
は
社
会
の
財
」

と
も
申
し
ま
す
。
ど
う
か
地
域
で
も
、

し
っ
か
り
育
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
わ
ず
か
。

今
月
も
ど
う
か
お
元
気
で
お
過
ご
し

下
さ
い
。�

迫力の和太鼓演奏�

た
か
ら�
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今
回
は
私
が
最
近
感
激
し
た
こ
と
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。�

　
11
月
13
日
に
八
竜
体
育
館
に
て
第
３
回
三

種
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実

は
私
も
急
遽
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
た
の

で
す
。�

　
当
日
の
上
演
で
は
、
観
客
の
皆
さ
ん
の
笑

い
声
な
ど
、
直
接
反
応
を
見
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
準
備
の
段
階
で
の
こ
と
で
す
。�

　
芝
居
は
ま
っ
た
く
初
心
者
の
私
、
練
習
で

も
自
分
の
セ
リ
フ
や
動
き
を
覚
え
る
こ
と
で

頭
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、
一
緒
の

場
面
に
出
る
方
が
た
の
様
子
を
ふ
と
見
る
と
、

場
面
の
小
道
具
等
に
つ
い
て
、
「
ど
う
す
れ

ば
効
率
よ
く
素
早
く
舞
台
に
出
せ
る
か
」
と

か
、
「
ど
う
す
れ
ば
観
客
に
見
栄
え
よ
く
見

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
っ
た
事
ま
で

皆
で
話
し
合
い
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
最
後
の
最
後
ま
で
こ
だ
わ
り
ぬ
い
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
プ
ロ
意
識
に

と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
キ
ャ
ス
ト
全
員

で
歌
と
踊
り
を
披
露
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ

も
な
か
な
か
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
時
も
何
度
も
振
付
け
を
教
え

て
く
れ
た
り
、
「
こ
う
し
た
方
が
見
栄
え
が

い
い
で
す
よ
。
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
経
験
で
、
「
み
ん
な
で
一
つ
の
も

の
を
作
り
上
げ
る
こ
と
」
の
大
切
さ
や
大
変

さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
た
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
貴
重
な
機
会
を
い

た
だ
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
場
を
借
り

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
三
種
町
の
皆
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
り
っ

ぱ
な
し
で
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
が
、
今

回
学
ん
だ
こ
と
も
活
か
し
て
少
し
ず
つ
恩
返

し
し
て
い
き
た
い
な
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

今月の担当�

鎌田　真広�

三
種
町
新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
　
活
動
報
告�

し
め
縄
づ
く
り
に
挑
戦�

上
岩
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ�

　
上
岩
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ
（
畠
山
正

徳
会
長
）
で
は
、
「
新
・
元
気
づ
く
り

支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
地
域
の
伝
統

文
化
・
技
術
の
保
存
・
伝
承
を
テ
ー
マ

に
、
わ
ら
細
工
技
術
の
伝
承
に
努
め
て

い
ま
す
。�

　
11
月
６
日
、
大
館
市
「
出
川
の
ケ
ヤ

キ
を
守
る
会
」
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
「
し
め
縄
づ
く
り
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
樹
齢
千
年
を
超
え
る
出
川

の
大
ケ
ヤ
キ
は
、
村
を
守
る
霊
木
と
し

て
祀
ら
れ
、
毎
年
４
月
８
日
の
祭
礼
で

新
し
い
し
め
縄
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
当
日
は
会
長
の
佐
藤
三
夫
さ
ん
と
佐

藤
文
雄
さ
ん
、
佐
藤
信
昭
さ
ん
の
熱
心

な
指
導
の
下
、
約
20
人
の
参
加
者
が
協

力
し
合
い
な
が
ら
大
き
な
し
め
縄
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。�

　
畠
山
会
長
は
今
回
の
し
め
縄
を
地
区

の
神
社
に
奉
納
す
る
予
定
で
、
今
後
も

地
域
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
こ
の
活

動
を
続
け
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

みんなで協力しあい、大きなしめ縄を完成させました。�

熱
い
思
い
で
地
域
を
に
ぎ
や
か
に�

三
種
町
新
・
元
気
づ
く
り�

　
支
援
事
業
に
つ
い
て�

　
三
種
町
新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事

業
は
地
域
、
町
を
よ
り
元
気
に
す
る

た
め
に
、
積
極
的
に
、
独
創
的
に
、

効
果
的
に
取
り
組
む
事
業
に
対
し
て

事
業
費
の
10
分
の
９
（
補
助
金
上
限

は
50
万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。�

　
補
助
対
象
と
な
る
事
業
は
、
環
境

整
備
、
防
災
、
福
祉
、
教
育
な
ど
、

公
益
性
の
あ
る
事
業
で
、
新
規
事
業

や
途
絶
え
て
い
た
事
業
の
復
活
、
新

た
な
工
夫
を
加
え
て
拡
充
し
た
事
業

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
は
、

35
団
体
が
魅
力
あ
ふ
れ
る
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。�
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　クアオルト推進室では12月・１月の教室の参加者を募集します。��

温泉浴運動教室は開催日時によって内容が異なりますのでご確認ください。��

●はじめての温泉浴運動・・・・温泉浴運動に初めて参加する方、運動初級者の方向け��

●エンジョイ温泉浴運動・・・・温泉浴運動経験者、さらに運動を頑張りたい方向け��

　　　　　　　　　　　　　（はじめての方でも参加可能ですが、教室は運動中・上級者向けです）�

�

●低体力者向け温泉浴運動・・低体力者向けの浴室運動教室です。��

　　　　　　　　　　　　　通常の教室でも介助者がいないと不安な方、病気療養中で医師に水中運動を勧めら

　　　　　　　　　　　　　れた方などが対象です。�

　　　　　　　　　　　　　※介助できる方も同伴ください。（介助者含めて定員５組・全３回予定）�

温泉浴運動教室（低体力者向け温泉浴運動）�
温泉浴運動教室（エンジョイ温泉浴運動）�
ポールストレッチ�

12日　13：30～14：30
16日　14：00～15：00
20日　14：00～15：00

12日　10：00～11：00 温泉浴運動教室（はじめての温泉浴運動）�

町民祭 ～クアオルトウオーキング体験～�

町民祭 クアオルト展示コーナー�

温泉浴運動・ポールストレッチ教室に参加しませんか�

申し込み・問い合わせ先　企画政策課クアオルト推進室　　８５－４８２２�

　10月23日、町民祭で琴丘クアの古道のク

アオルトウオーキング体験が行われました。

三種町クアオルト研究会のガイドと共に約

30人の参加者が天空の森へ向かうコースを

30分ほどウオーキングしました。��

　大笑いポイントを体験した参加者からは「普

段の生活ではできない体験ができた」といっ

た感想があり、展望台からの景色も楽しまれ

たようでした。　　　�

　クアオルト研究会では、クアオルトウオー

キングコースの紹介として琴丘クアの古道コ

ースマップの展示や、研究会員によるクアオ

ルトウオーキングなどの紹介が行われました。

　今回展示したコースマップは琴丘のアグベ

ー（琴丘中央公園駐車場内）にも展示してい

ますので、ぜひご覧ください。�

NEW

12月のスケジュール�

温泉浴運動教室（はじめての温泉浴運動）�
温泉浴運動教室（低体力者向け温泉浴運動）�
温泉浴運動教室（エンジョイ温泉浴運動）�

16日　10：00～11：00
16日　13：30～14：30
20日　14：00～15：00

12日　14：00～15：00 ポールストレッチ�
１月のスケジュール�

※申込みが多数の場合、

抽選とさせていただく

場合がございます。��

　ご理解のほどよろしく

お願いいたします。�
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【助成対象となる世帯】�

　①生活保護を受けている世帯 　　�

　②満70歳以上の高齢者のみで構成される世帯�

　　のうち、全員が非課税である世帯�

�

【助成金額】�

　①の世帯　年 １２，９６０円（上限）�

　②の世帯　年 　５，０００円（上限）�

　※入院によって視聴料の支払いを一時休止し�

　　ていた場合など、満額助成されないことが�

　　あります。�

【申請受付期間】�

平成28年４月１日～平成29年３月31日�

�

【交付決定時期】�

　第１回目は平成29年２月１日を予定してい�

ます。�

　３月31日をもって今年度の申請受付を終了�

しますので、申請忘れには十分ご注意くださ�

い。�

　なお、申請用紙は町ホームページからダウ�

ンロードするか企画政策課までお問い合わせ�

ください。�

◆問い合わせ先　企画政策課 情報統計係　　８５－４８１８�

平成２８年度�

ケーブルテレビの助成金申請ケーブルテレビの助成金申請　を受け付けています�ケーブルテレビの助成金申請　を受け付けています�
　デジタルテレビ放送の難視対策として町が整備した、東部難視解消施設（ケーブ

ルテレビ施設）にてテレビをご覧になられているみなさまで、生活保護を受けてい

るなど、ケーブルテレビ視聴料の納付が困難な世帯に対し、町では助成を行ってい

ます。�

大館能代空港利用促進協議会からのお知らせ�

　２０１２年に導入した全国初のＧＰＳを利用

した進入方式により、雪や霧の影響による欠航

が大幅に減少しました。�

　冬はちょっと心配だから…�

　　　…と敬遠していた方も�

　　　　　　どうぞ利用してみませんか？�

日沿道鷹巣インター開通�

　県北部地域の産業、観光に大きく寄与することが期待される鷹巣大館道路が開通

し、能代南ＩＣから大館南ＩＣまでの所要時間が約50分に短縮されました（日沿

道建設促進秋田県北部期成同盟会資料）。�

　来年度には、予定されている空港ＩＣの開通によって空と陸の高速交通網が直結

し、移動がますます便利になります。　　�

雪・霧による欠航数（便数）　各年度12月～３月�
14

12

10

8

6

4

2

0
09年度� 10年度� 11年度� 12年度� 13年度� 14年度� 15年度�

新方式導入�

（12年１月）�
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●
と
　
き
　
12
月
19
日�

●
と
こ
ろ
　
山
本
公
民
館�

●
参
加
費
　
無
料�

●
持
ち
物
　
内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物�

●
申
し
込
み
　
随
時�

　
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
教
室
を
開
催
し
ま
す
。�

●
時
　
間
　
10
時
〜
11
時
30
分�

���

「
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
」
っ
て
？�

　
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
の
方
々
、

専
門
職
等
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
集
い
の
場
で
す
。�

　
認
知
症
へ
の
不
安
や
悩
み
を
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

●
と
　
き
　
12
月
６
日�

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時�

●
と
こ
ろ
　
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
「
じ
ょ
も
ん
」�

●
参
加
費
　
無
料
　�

　
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー�

　
お
菓
子
を
準
備
し
て�

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

◆申し込み・問い合わせ先　　福祉課　地域包括支援センター  　　８５－４８３５�

今
月
の
お
知
ら
せ
�

『
わ
く
わ
く
！
脳
力
あ
っ
ぷ
教
室
』

『
わ
く
わ
く
！
脳
力
あ
っ
ぷ
教
室
』�

『
わ
く
わ
く
！
脳
力
あ
っ
ぷ
教
室
』�

（
認
知
機
能
低
下
予
防
教
室
）�

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）�

豆コラム�
今から出来る！認知症予防のヒント�

�

豆コラム�
今から出来る！認知症予防のヒント�

�
　アルツハイマーなど認知症を防ぐために、特に気をつけたいのは糖尿病です。糖尿病でない人に

比べると２倍くらい罹りやすいと言われています。続いては、脳に影響する喫煙です。途中で止め

るだけで危険性が下がるので禁煙を勧めます。�

　また、高血圧、高コレステロールの値に気を配るのも大切です。健診や人間ドックなどでわかる

ことなので受けて、コントロールして欲しいですね。�

　生活習慣病とアルツハイマー型認知症の関係がわかってきたのは最近のことな�

ので、まだあまり知られていませんが、生活習慣病治療が一番有効なアルツハイ�

マー型認知症予防法になるので重要です。�

●
対
　
象
　
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご�

　
　
　
　
　
家
族
（
定
員
20
名
）�

�

●
と
　
き
　
12
月
22
日
　�

　
　
　
　
　
10
時
〜
15
時
頃
ま
で�

�

●
内
　
容
　
『
日
頃
の
介
護
お
疲
れ
様
で

す
!!
う
め
ぇ
〜
も
ん
食
っ
て
・
ゆ
っ
こ

さ
入
っ
て
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
っ
ぺ
し
』�

�

●
と
こ
ろ
　
さ
と
み
温
泉�

�

●
集
合
場
所
　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー�

　
・
10
時
出
発�

　
・
送
迎
の
必
要
な
方
は
お
知
ら
せ
く
だ�

　
　
さ
い
。�

�

●
申
込
期
限
　
12
月
15
日
ま
で�

�

●
そ
の
他
　�

　
・
参
加
費
５
０
０
円
（
予
定
）�

　
・
入
浴
す
る
方
は
洗
面
用
具
及
び
バ
ス

　
　
タ
オ
ル
を
持
参
く
だ
さ
い
。�

　
　
（
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
無
料
貸
出
）�

�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会�

　
地
域
福
祉
課�

　
　
８
３
‐
４
８
６
１�

家
族
介
護
者
交
流
会�

ス
マ
イ
ル
の
会

ス
マ
イ
ル
の
会�

ス
マ
イ
ル
の
会�
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能代山本広域市町村圏組合　三種消防署�

冬
道
の
消
防
車
等
の
緊
急
走
行
に�

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
！�

　
降
雪
期
を
迎
え
道
路
の
凍
結

や
積
雪
又
は
除
雪
に
よ
る
交
通

障
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
消
防

車
等
の
緊
急
自
動
車
は
一
般
車

両
の
協
力
を
得
て
こ
そ
ス
ム
ー

ズ
に
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。�

　
１
１
９
通
報
を
受
け
た
消
防

車
や
救
急
車
な
ど
は
、
災
害
現

場
へ
一
刻
も
早
く
到
着
し
、
い

ち
早
く
消
火
活
動
や
傷
病
者
を

医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
た
め
に
、

道
路
の
右
側
部
分
に
車
体
の
全

部
又
は
一
部
を
は
み
出
し
て
走

行
す
る
こ
と
や
赤
信
号
の
交
差

点
に
進
入
で
き
る
な
ど
、
一
般

車
両
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

優
先
走
行
権
が
道
路
交
通
法
で

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
自
動
車
等
を
運
転
中
に
緊
急

自
動
車
が
接
近
し
て
き
た
場
合

は
、
進
路
を
譲
っ
て
い
た
だ
き

一
刻
も
早
く
災
害
現
場
に
到
着

で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。�

道路交通法では、緊急自動車が接近してきた�
場合の対応が、次のように定められています。�

　交差点又はその付近の場合（第40条１項）�

　交差点を避け、かつ、道路の左側（一方通行と

なっている道路においてその左側に寄ることが緊

急自動車の通行を妨げることとなる場合は、道路

の右側。）に寄って一時停止しなければならない。�

　交差点以外の場合（第40条２項）�

　道路の左側に寄って、緊急自動車に進路を譲ら

なければならない。�

町の工事契約状況（工事名および契約額、工期）�

● 八竜Ｂ＆Ｇ海洋センター鉄骨塗装工事�
　 （株）金子塗装店　三種本店　15,465,600円 10/4～11/30�

● 町営千刈田住宅外構工事�
　 （株）秋田芝生　　　10,746,000円　　 10/24～12/20�

● 町営大町住宅外構工事�
　 （株）成田物産　　　6,390,360円　　　10/24～12/20�

● 館村地区防護柵設置工事�
　 みのり（有）　　　　8,532,000円　　　10/21～1/31�

● 金仏堤地区防護柵設置工事�
　 （株）昇和　　　　　　3,715,200円　　　10/21～1/31�

● 小又川河岸補修工事�
 　（有）田中土木　　　　2,507,760円　　　11/10～12/26�

● ゆうぱるボイラー等取替工事�
 　工藤電気工事（株）　　5,578,200円　　　11/11～3/10

平成29・30年度�物品等入札参加資格審査申請について�

　平成29・30年度に三種町が発注す

る物品の買入れ、借入れ、修繕及び

製造の請負並びに役務の提供につい

て、競争入札等に参加を希望する事

業者は、次のとおり申請を受け付け

ますので必ず申請してください。�

●受付期間　　12月１日～１月31日�

●資格の有効期間　�

　　　　　　　平成29年４月１日～平成31年３月31日�

●受付方法　　持参または郵送等�

●提出書類等　競争入札参加資格審査申請書　一式�

　※申請書の様式および添付書類については、町のホーム�

　　ページに掲載します。http://www.town.mitane.akita.jp

◆問い合わせ・提出先　総務課　管財係　　８５－４８１６�
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◆問い合わせ先　　秋田県総合県税事務所　課税第二課　　　 ０１８－８６０－３３４１�
　　　　　　　　　秋田県総合県税事務所　山本支所　　　　 ０１８５－５２－６２０１�

◆問い合わせ先　農業委員会事務局　　 ８５ー４８３２　�
　　　　　　　　山本総合支所地域振興係　　 ８３－２１１２　　琴丘総合支所地域振興係　　 ８７－２１１１�

県税事務所からのお知らせ�

●農業用機械に使用する軽油の免税証交付申請の集合受付を行います。�
●各地域の受付日程は次のとおりです。交付を希望する方は、必要書類を準備の上、下記の受付日に申請して
ください。お住まいの地域の受付に都合が付かない場合は、他の地域の会場でも申請することができます。�
●県税事務所支所窓口での受付は、平成29年２月16日から行いますが、その場合、集合受付を行った方よりも
免税証の交付が遅くなりますので、できるだけ下記会場で申請手続を行ってください。�
●下記地域以外の受付日程については、県税事務所までお問い合わせください。�

①当日は大変混み合うことが予想されますので、必ず申請書に記入しておこし下さい。�
　原則として、受付は記入された方から行います。申請書用紙の無い方は下記お問い合わせ先に連絡して下さい。�
②平成２９年の耕作期間中に使用者証（厚紙）の有効期間が到来する場合は更新申請が必要です。�
③秋田県証紙（４００円分）は免税証交付時にいただきます。�
④共同申請で、使用者が加わる場合は更新申請、使用者が脱退等する場合は書換申請が必要になります。
なお、印鑑と耕作証明書は全員のものが必要になります。�

軽油引取税免税証（農業用）の交付申請について�

区　　分�

琴丘�

八竜�

山本�

日時�

場所�

交付申請受付�

平成２９年１月５日（木）�
１０：００～１１：３０�
１３：００～１５：３０�

琴丘地域拠点センター　研修室�

日時�

場所�

平成２８年１２月２２日（木）�
１０：００～１１：３０�
１３：００～１５：３０�

八竜改善センター　ホール�

日時�

場所�

平成２９年１月２３日（月）�
１０：００～１１：３０�
１３：００～１５：３０�

山本公民館　講堂�

◆受付区分�

※注意�

交付申請に必要な書類等� 新規�

免税軽油使用者証�

機械の購入証明書�

免税軽油使用者証交付申請書�

誓約書�

秋田県証紙（４００円）�

免税証交付申請書�

農業委員会が交付する耕作証明書�

免税軽油の引取り等に係る報告書�

前年購入した軽油の納品書又は購入証明書�

印鑑�

未使用の免税証�

�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

�

�

○�

更新�

○�

�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

継続�

○�

�

�

�

�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

書換�

○�

○�

�

�

�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

◆必要書類一覧表�

軽油引取税の農業用免税証の交付申請に伴う耕作証明書の発行について�
　軽油引取税の農業用免税証の交付申請には農業委員会が発行
する耕作証明書が必要となります。�
　耕作証明書を発行するためには�

●耕作証明交付申請書（農政庁舎および各支所にあります）�
　農作業受委託契約している方は�

　　①農作業委託契約書（写し可）�
　　②耕作（農作業受委託）証明願�
　　　（農政庁舎及び各支所にあります）　の提出が必要となり

ますので、農業委員会事務局、山本総合支所
地域振興係または琴丘総合支所地域振興係へ
申請くださいますようお願いします。�
　なお、軽油引取税の農業用免税証の交付申
請当日は、大変混み合い、お待たせする場合
がございます。耕作証明書は、事前に交付申
請することが可能ですので、早めの手続きを
お願いします。�

�
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故
郷
に

思
い
を
馳
せ
て
�

　
　
　
東
京
み
た
ね
会
�

　
　
　
北
海
道
み
た
ね
会
�

��

��

　
10
月
28
日
、
役
場
で
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
参
加
者
は
　
松
一
樹
さ
ん
・
郁
美
さ
ん

夫
婦
（
外
岡
）
の
お
子
さ
ん
で
６
月
13
日
に
生
ま

れ
た
莉
子
ち
ゃ
ん
、
神
田
将
さ
ん
、
恵
美
子
さ
ん

夫
婦
（
浜
田
）
の
お
子
さ
ん
で
６
月
25
日
に
生
ま

れ
た
恵
佑
ち
ゃ
ん
で
す
。�

　
「
素
直
な
子
に
」
「
元
気
で
や
さ
し
い
子
に
」
育

っ
て
欲
し
い
な
ど
、
我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

赤ちゃん誕生祝金贈呈　三種の大切な宝～健やかな成長を～�

恵佑ちゃん� 莉子ちゃん�

り�

こ�

け
い�

す
け�

　
町
の
繁
栄
を
祈
念
し
乾
杯
�

　
11
月
13
日
、
東
京
上
野
精
養

軒
で
第
８
回
東
京
み
た
ね
会
（
近

藤
誠
貴
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。�

　
当
日
は
会
員
や
来
賓
な
ど
約

３
３
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。�

始
め
に
「
三
種
町
誕
生
10
周
年

記
念
動
画
」
が
上
映
さ
れ
、
三

種
町
の
自
然
や
人
の
魅
力
が
詰

め
込
ま
れ
た
映
像
や
音
楽
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。�

　
総
会
で
は
会
計
報
告
や
事
業

計
画
な
ど
す
べ
て
の
議
事
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
浜
鯉
川
出
身
で
読
売

新
聞
特
別
編
集
委
員
の
橋
本
五

郎
氏
の
講
演
や
歌
謡
シ
ョ
ー
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
し
た
。�

　
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

佃
煮
、
漬
物
な
ど
昔
懐
か
し
い

ふ
る
さ
と
の
味
を
買
い
求
め
る

お
客
さ
ん
で
大
変
賑
わ
い
ま
し

た
。�

　
懇
親
会
で
は
、
だ
ま
こ
入
り

じ
ゅ
ん
さ
い
鍋
が
振
る
舞
わ
れ
、

郷
土
の
味
と
と
も
に
懐
か
し
い

仲
間
と
ふ
る
さ
と
談
義
で
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

�

　
11
月
20
日
、
第
３
回
北
海
道

み
た
ね
会
（
外
崎
久
会
長
）
が
、

札
幌
市
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
北
海
道
み
た
ね
会
は
、
現
在

約
70
人
が
所
属
し
、
当
日
は
、
町

関
係
者
を
合
わ
せ
て
、
38
人
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
事
業

・
収
支
決
算
を
報
告
し
た
他
、
今

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

新
会
長
に
鵜
川
出
身
の
泉
冨
美
男

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
議
事
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

三
種
町
方
言
劇
同
好
会
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
「
方
言
寸
劇
」
や
出
席

者
有
志
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

み
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
談
義
に
花

を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。
最
後

は
、
故
郷
の
三
種
町
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
「
ふ
る
さ
と
」
を
み
ん

な
で
合
唱
し
ま
し
た
。�

　
ふ
る
さ
と
談
議
に
花
咲
く
�
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10
月
23
日
、
内
鯉
川
自
治
会（
田
中
敏
勝
会
長
）

に
よ
る
自
主
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
朝
早
く
、
子
ど
も
か
ら
手
押
し
車
で
参
加
の
お

年
寄
り
ま
で
住
民
65
人
の
参
加
が
あ
り
、
初
期
消

火
訓
練
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
約
１
ｍ
間
隔

に
列
を
な
し
、
防
火
水
槽
か
ら
く
み
上
げ
た
水
を

バ
ケ
ツ
に
入
れ
手
渡
し
、
火
元
ま
で
つ
な
い
で
消

火
す
る
訓
練
を
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
、
地
元
消
防
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操

法
放
水
訓
練
の
基
本
動
作
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
披

露
し
、
機
敏
な
動
き
で
小
型
ポ
ン
プ
を
操
る
消
防

団
の
活
動
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
関
心
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。�

　
訓
練
後
、
田
中
会
長
か
ら
「
災
害
は
い
つ
お
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
。
初
期
消
火
は
大
事
な
こ
と
で
、

何
か
あ
っ
た
時
は
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。�

�

み
ん
な
の
力
を

合
わ
せ
て
…
�

　
　
　
　
内
鯉
川
防
災
訓
練
�

���������������������

　
10
月
22
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
か
ら
約
３
５
０
の
自
治

体
・
団
体
が
参
加
し
地
方
の
良
さ
や
田

舎
暮
ら
し
に
つ
い
て
都
会
へ
発
信
し
ま

し
た
。
　�

　
フ
ェ
ア
当
日
、
三
種
町
は
ふ
る
さ
と

暮
ら
し
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
町
の
魅
力
を

伝
え
た
り
、
定
住
を
希
望
し
て
い
る
方

へ
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
し

ま
し
た
。
　�

　
ま
た
、
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
ふ
る
さ
と
市

場
で
は
、
東
京
み
た
ね
会
の
方
が
た
の

ご
協
力
の
下
、
じ
ゅ
ん
さ
い
や
梅
ジ
ュ

ー
ス
な
ど
特
産
品
を
販
売
し
、
町
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

第
12
回
ふ
る
さ
と
回
帰�

フ
ェ
ア�

〜
三
種
町
の

魅
力
を�

　
　
　
都
会
に
発
信
〜�▲移住実体験などをアドバイス�

第３回「母への手紙・父への�
手紙作文コンクール」�

▲審査会の様子�

▲手際よくバケツをリレー�

手をつなぐ育成会�
ふれあいフリーマーケット�

　11月６日、八竜改善センターで、三種町手をつな

ぐ育成会（床田昭治会長）主催によるふれあいマーケ

ットが開催されました。�

　フリーマーケットや喫茶コーナー等を通じて、育成

会会員や知的障がい児・者と地域住民が交流し、一つ

の輪を広げられるようにと毎年開催し、今年で９年目

となります。�

　当日は、雑貨類、手作りお菓子等多種多様な商品が

所狭しと並べられ、商品を買い求めるため、大勢の来

場者で賑わっていました。�

　10月22日、第３回「母への手紙・父への手紙作文

コンクール」審査会が橋本五郎文庫で行われました。�

　橋本五郎文庫運営委員会（小玉陽三会長）の主催で

行われ、国内外から1,071通の手紙が寄せられました。

多くの方がたが直接ではなかなか伝えきれない母や父

への思いを手紙に綴ってくれました。�

　最優秀賞に栃木県小山市の中村実千代さん（61）の

「三文字の名前を」と題した作品が選ばれました。�

　
あ
り
が
と
う
の
言
葉
が
飛
び
交
う
�

 
ふ
れ
あ
い
の
場
�
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ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会

ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会�

ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会

ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会�

ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会�

オープニングの和太鼓�

下岩川小学校　岩川水系米について�

湖北小学校　湖北小学校の歴史と伝統�金岡小学校　金小元気プロジェクトの発表�

森岳小学校　白波五人男�

琴丘小学校　中館番楽�

浜口小学校　ミニ八郎湖の発表�

代表児童感想発表�

　
11
月
17
日
、
「
三
種
町
ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会
」
が
山
本
ふ
る
さ
と
文

化
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小

学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の
活
動
内
容
を
発
表
し
あ
い
、

学
び
合
う
機
会
と
し
て
、
今
年
が
１
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
情
や
誇
り
」
を
高
め
、
自
分

た
ち
の
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
ふ
る
さ
と
学
習
を
、
他
の
学
校
の
友
達

に
も
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
他
の
学
校
の
発
表
を
聴
き
、
町
内
に
あ
る
多

く
の
「
ふ
る
さ
と
の
宝
物
」
を
知
る
機
会
と
す
る
も
の
で
す
。�

　
交
流
会
は
琴
丘
小
学
校
４
年
生
に
よ
る
和
太
鼓
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
始

ま
り
、
各
小
学
校
児
童
が
緊
張
に
負
け
ず
学
習
の
成
果
を
元
気
に
堂
々
と

発
表
し
ま
し
た
。�

　
大
勢
の
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
詰
め
か
け
、
子
ど
も
た
ち
の
発
表

を
聴
い
て
い
ま
し
た
。�

�
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11
月
13
日（
日
）、
第
14
回
北
涯
俳
句
大
会
表
彰
式
が
八
竜
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
町
内
外
か
ら
７
８
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
者
を
表
彰
し

ま
し
た
。�

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】�

●
最
優
秀
賞
　�

　
田
森
　
啓
太
（
湖
北
小
１
年
）�

　
加
藤
　
優
雅
（
湖
北
小
２
年
）�

●
優
秀
賞
　�

　
及
位
　
悠
生
（
湖
北
小
３
年
）�

　
小
林
　
楓
華
（
浜
口
小
１
年
）�

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】�

●
最
優
秀
賞�

　
飯
塚
　
　
楓
（
琴
丘
小
６
年
）�

●
優
秀
賞�

　
佐
々
木
直
哉
（
湖
北
小
４
年
）�

　
清
水
　
繭
子
（
浜
口
小
６
年
）�

【
中
学
校
の
部
】�

●
最
優
秀
賞�

　
牧
野
　
玲
旺
（
八
竜
中
２
年
）�

●
優
秀
賞�

　
吉
田
　
諒
太
（
八
竜
中
１
年
）�

　
田
中
　
雅
也
（
八
竜
中
３
年
）�

【
高
校
生
・
一
般
の
部
】�

●
最
優
秀
賞�

　
小
沢
美
紀
代
（
下
岩
川
）�

●
優
秀
賞�

　
加
藤
　
國
男
（
森
　
岳
）�

　
岡
　
　
正
英
（
上
岩
川
）�

【
小
学
校
低
学
年
ペ
ア
の
部
】�

●
最
優
秀
賞�

・
児
玉
　
陽
貴
（
森
岳
小
２
年
）�

　
児
玉
　
清
貴�

●
優
秀
賞�

・
成
田
　
愛
翔
（
湖
北
小
１
年
）�

　
成
田
　
香
子�

・
相
原
　
富
仁
（
湖
北
小
１
年
）�

　
相
原
　
富
樹�

【
小
学
校
高
学
年
ペ
ア
の
部
】�

●
最
優
秀
賞�

・
清
水
　
繭
子
（
浜
口
小
６
年
）�

　
清
水
　
義
己�

●
優
秀
賞�

・
小
栗
美
唯
菜
（
湖
北
小
４
年
）�

　
小
栗
　
直
子�

・
小
松
　
　
樹
（
湖
北
小
６
年
）�

　
小
松
み
ち
子�

【
愛
好
者
の
部
】�

●
最
優
秀
賞�

　
首
藤
　
　
圭
（
能
代
市
）�

●
優
秀
賞�

　
武
藤
　
鉦
二
（
能
代
市
）�

　
石
黒
　
茂
雄
（
男
鹿
市
）�

�

バ
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
交
流
会
の
お
知
ら
せ�

北
涯
俳
句
大
会
受
賞
者

北
涯
俳
句
大
会
受
賞
者�

北
涯
俳
句
大
会
受
賞
者�

平
成
28
年
度�

祝
　山
本
中
学
校
全
県
優
勝
！�

　
11
月
４
日
〜
６
日
に

か
け
て
大
館
市
の
樹
海

ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
、

第
８
回
中
学
校
秋
季
野

球
大
会
に
山
本
中
学
校

が
出
場
し
、
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。�

　
決
勝
戦
で
は
大
曲
中

学
校
と
対
戦
し
、
延
長

８
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
ル
ー

ル
の
末
３
―
２
で
勝
利

し
ま
し
た
。�

　
来
春
、
来
夏
の
大
会

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。�

文
部
科
学
大
臣
表
彰
・
勤
続
30
年�

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰�

●
日
時
　
12
月
23
日（
金
）�

　
　
　
　
開
場
　
９
時
30
分
、
開
演
　
10
時
〜
12
時�

●
会
場
　
山
本
公
民
館�

●
参
加
費
　
無
料
（
飲
み
物
や
お
や
つ
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
）�

●
内
容�

・
大
型
絵
本
や
小
学
生
に
よ
る
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ�

・
簡
単
な
手
話
で
歌
を
う
た
い
ま
す�

・
体
を
動
か
し
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
！�

・
サ
ン
タ
さ
ん
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
か
も
・
・
・�

　
子
ど
も
も
大
人
も
皆
さ
ん
楽
し
め
ま
す
。お
忙
し
い

時
期
で
す
が
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
あ
の
ね
の
ネ
　
８
３
‐
３
４
７
０�

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ「
あ
の
ね
の
ネ
」�

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
ご
案
内�

第8回� 　
三
種
町
で
バ
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
交

流
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
！

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
バ
ブ
ル
サ
ッ

カ
ー
」
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。�

●
日
時�

　
平
成
29
年
１
月
22
日
９
時
〜�

●
会
場
　
三
種
町
山
本
体
育
館�

●
参
加
資
格�

　
中
学
生
以
上
の
三
種
町
民
〈
限
定
６
チ
ー
ム
〉�

　
※
１
チ
ー
ム
５
〜
８
人
（
男
女
混
合
可
）�

●
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
　
１，

０
０
０
円�

◆
主
催
　
山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

※
詳
し
い
申
込
み
方
法
は
三
種
町
山
本
体
育
館
（
　
８
３

‐
２
６
９
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
11
月
17
〜
18
日
に
福
井
県
鯖
江
市
で
行
わ
れ

た
第
57
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議

会
福
井
大
会
に
て
、
赤
川
秀
悦
氏（
写
真
右
）が

永
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ
文
部

科
学
大
臣
表
彰

を
、
岩
谷
金
利

氏
（
写
真
左
）
が

勤
続
30
年
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員

表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。�
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11
月
15
日
、
琴
丘
総
合
体

育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
近
藤

真
行
氏
「
心
を
ひ
ら
け
ば
　

夢
は
叶
う
」
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
近
藤
真
行
氏
は
わ
ら
び
座

で
活
動
を
行
い
、
現
在
は
三

種
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
能
代
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
演
技
指
導
や

コ
ー
ル
つ
ち
ぶ
え
な
ど
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
11
月
23
日
、
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成

28
年
度
お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
体
操
１
０
０
日
突
破

者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
体
操
は
昭
和
56
年
か
ら
始

ま
り
今
年
で
36
年
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
の
１
０

０
日
突
破
者
は
80
名
で
、
通
算
10
年
突
破
者
が
１
名
、

20
年
突
破
者
が
１
名
、
25
年
突
破
者
が
１
名
、
35
年

突
破
者
が
１
名
、
小
学
校
６
年
連
続
突
破
者
が
１
名

で
し
た�

◆
通
算
10
年
突
破
者
　
　
児
玉
　
シ
メ
（
内
鯉
川
）�

◆
通
算
20
年
突
破
者
　
　
近
藤
　
勝
子
（
鹿
南
）�

◆
通
算
25
年
突
破
者
　
　
田
中
　
敏
明
（
内
鯉
川
）�

◆
通
算
35
年
突
破
者
　
　
田
中
　
多
輔
（
内
鯉
川
）�

◆
小
学
校
６
年
連
続
突
破
者�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
詠
介
（
鹿
中
）�

◆
２
０
１
６
年
度
ラ
ジ
オ
体
操
優
良
団
体
表
彰
式
　

　（
府
県
等
個
人
表
彰
）　
小
玉
　
富
雄
（
天
瀬
川
）�

�

　
11
月
８
日
、
町
内
３
駅
と
３
中
学
校
で
、
あ
っ
た

か
声
か
け
運
動
（
青
少
年
育
成
三
種
町
民
会
議
主
催

・
新
堀
賢
一
会
長
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
人
か
ら

進
ん
で
青
少
年
に
声
を
か
け
る
場
を
設
け
、
青
少
年

育
成
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。�

　
朝
の
寒
さ
に
負
け
ず
、
生
徒
た
ち
は
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
な
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
ま
し

た
。�

★適度な全身運動で健康維持につながる。�

★姿勢が良くなる。�

★ストレス発散になる。　などなど．．．�

●期間　平成29年１月11日（水）～平成29年３月１日（水）・

　　　　毎週水曜日〈全８回〉19時～20時45分�

●会場　八竜改善センター�

●講師　猿田英男　先生（能代市在住）�

●持ち物　底に金具のついていないズック等�

●申し込み　どなたでも自由に参加できます。氏名・住所・

年齢・連絡先を電話にて八竜体育館（　85－2930）へお申

込み下さい。�

また、開催中は随時募集していますので、お気軽にご参加

ください。�

●参加料　１人1,000円を事前に八竜体育館へ届けて下さる

か、開催日初日に受付でお支払いください。�

◆問い合わせ　八竜地域ＳＣ事務局　永尾　　87－2222�

（琴丘総合体育館）�

よ
う
こ
そ
先
輩�

　
　
　
講
演
会�

１
０
０
日
突
破
者

１
０
０
日
突
破
者
80
名
！
名
！�

１
０
０
日
突
破
者

１
０
０
日
突
破
者
80
名
！
名
！�

１
０
０
日
突
破
者
80
名
！�

お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
体
操�



広報 みたね�
mitane town�

29

● 教育委員会�
　 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）�87－2115�
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）�
　 スポーツ係（琴丘総合体育館内）�

87－2113�
87－2222�

● 琴丘公民館　�87－3232�
● 山本公民館　�83－2354
● 八竜公民館　�85－2177�

生涯学習に関する�
申し込み・�
問い合わせ先�

12
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会�

13
日
　
15
時
30
分
　
琴
丘
小
学
校
校
長
室�

11
月
の
教
育
委
員
会
の
主
な
活
動�

４
日
　
能
代
山
本
教
育
長
協
議
会�

６
日
　
小
学
校
学
習
発
表
会
（
金
岡
小
学
校
・

浜
口
小
学
校
・
湖
北
小
学
校
）�

７
日
　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
６
実
行

委
員
会�

８
日
　
学
校
再
編
検
討
委
員
会�

13
日
　
下
岩
川
小
学
校
学
習
発
表
会�

　
　
　
佐
々
木
北
涯
俳
句
大
会
表
彰
式�

14
日
　
民
生
児
童
委
員
会
と
の
協
議
会�

15
日
　
県
北
教
育
長
会
議�

　
　
　
「
よ
う
こ
そ
先
輩
」
講
演
会�

16
日
　
町
校
長
会
・
教
育
支
援
委
員
会�

17
日
　
ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会�

18
日
　
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式�

19
日
・
20
日
　
秋
田
県
中
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会�

22
日
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会�

23
日
　
お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
体
操
表
彰
式�

24
日
　
町
臨
時
校
長
会�

25
日
　
町
校
長
会
巡
回
研
修
会（
湖
北
小
学
校
）

定
例
教
育
委
員
会�

26
日
　
橋
本
五
郎
文
庫「
母
へ
の
手
紙
」表
彰
式�

27
日
　
全
町
綱
引
大
会�

28
日
　
学
校
再
編
検
討
委
員
会�

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

美点�
凝視�
美点�
凝視�

　
新
年
の
書
道
上
達
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、

三
種
町
の
文
化
向
上
の
一
環
と
し
て
次
の
と

お
り
「
新
年
書
き
初
め
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。�

●
日
時
　
平
成
29
年
１
月
６
日（
金
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時�

●
会
場
　
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館�

●
対
象
　
町
内
小
中
学
生�

※
詳
細
及
び
申
し
込
み
に
関
し
て
は
、
各

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
生
涯
学
習
係�

　
　
８
７
‐
２
１
１
３�

平
成
29
年�

新
年
書
き
初
め
大
会�

　
平
成
28
年
12
月
よ
り
毎
週
月
曜
日
（
祝
祭

日
を
除
く
）
の
夜
間
（
17
時
〜
21
時
）
を
一

般
開
放
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
等
の
運
動

促
進
を
目
的
と
し
、
利
用
可
能
時
間
は
最
大

１
時
間
で
す
。�

　
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

※
利
用
申
込
み
は
希
望
日
の
一
週
間
前
よ
り

電
話
に
て
ご
予
約
下
さ
い
。�

※
中
学
校
の
部
活
及
び
ス
ポ
少
活
動
等
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。�

◆
申
し
込
み
先�

　
ゆ
め
す
た
　
　
８
５
‐
４
８
０
０�

ゆ
め
す
た
一
般
開
放�

（
月
曜
日
夜
間
）に
つ
い
て�

・検査日時�

　平成28年11月14日午後１時�

・検 査 場　能代西高校�

・品　　目　ピーマン�

・産　　地　茨城県神栖市�

・使用調理場名�

　三種町学校給食センター �

・セシウム134　測定下限値未満�

・セシウム137　測定下限値未満�

給食食材放射物質検査結果�

〝
実
り
の
秋
〞�

　
　
★
子
ど
も
た
ち
輝
く
★
　
〜
学
習
発
表
会
か
ら
〜�

　
ど
の
会
場
も
、
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
学
習
の
成
果
を

堂
々
と
発
表
す
る
子
ど
も
た
ち
も
実
に
い
い
顔
で
し
た
。
自
信

に
満
ち
た
表
情
で
、
体
全
体
を
使
っ
て
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

ど
の
子
ど
も
も
人
任
せ
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
日
を
迎
え
る

ま
で
、
積
み
重
ね
て
き
た
練
習
か
ら
く
る
自
信
と
、
自
分
が
頑

張
ら
な
い
と
い
い
発
表
に
な
ら
な
い
と
い
う
自
覚
が
ど
の
子
ど

も
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
発
表
ば
か
り
で
あ
り

ま
し
た
。�

　
圧
巻
は
、
何
と
言
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
全
員
に
よ
る
合
唱
で

す
。
少
な
い
人
数
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
、
そ
れ
こ
そ
、
全
身

全
霊
を
か
け
た
熱
演
で
あ
り
ま
し

た
。
「
人
数
じ
ゃ
な
い
!!
」
と
い

う
と
こ
ろ
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
い
つ
も
思
わ
さ
れ
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
本
気

に
な
っ
て
打
ち
込
む
姿
と
い
う
も

の
は
、
ど
う
し
て
こ
う
も
見
て
い

る
も
の
の
胸
を
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

熱
く
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。�

　
見
て
い
る
、
聴
い
て
い
る
私
た

ち
大
人
が
、
大
き
な
感
動
と
明
日

へ
の
元
気
や
意
欲
を
子
ど
も
た
ち

か
ら
分
け
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で

す
。�

　
だ
か
ら「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」

と
い
わ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。�

教
育
長
　
鎌
田
　
義
人��
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国民年金種別変更について�

◆問い合わせ先　�
　秋 田 年 金 事 務 所　　018－865－2392�
　琴丘総合支所地域生活係　　87－3516

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で�
行っています。お気軽にご相談ください。�

�
健康推進課国保年金係　　85－2137�
山本総合支所地域生活係　　83－2115

　国民年金の第１号被保険者は、毎月の保険料を納めていただく必要があります。しかし、経済的
な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には保険料の納付が免除・猶予となる「保
険料免除制度」や「若年者（30歳未満）納付猶予制度」がありますので、三種町役場の国民年金
担当窓口で手続きをしてください。�

国民年金の種類�

自営業や農業・漁業の方とその配偶者、20歳以上の学生、フリーターの方等が
対象となり、加入や種別変更の手続きは、役場の国民年金担当窓口で行います。�

会社や官公庁にお勤めの方など、厚生年金に加入している方が対象になります。
加入手続きは、勤務先が行います。�

第２号被保険者に扶養されている配偶者の方が対象となり、届出は、配偶者の�
勤務先を通じて行います。�

第１号被保険者�

第２号被保険者�

第３号被保険者�

役場で手続き可能な種別変更となるケース�

第２号被保険者が退職されると第１号被保険者となります。ただし、
第３号被保険者になる場合は役場での手続きはありません。�

第２号被保険者から�
第１号被保険者になる場合�

配偶者の方が退職されたり、第３号被保険者の方の収入の増加など
で配偶者の扶養から外れた場合に第１号被保険者となります。�

第３号被保険者から�
第１号被保険者になる場合�

～ 国民年金保険料を納めることが、経済的に難しいとき～�

〈免除が承認された場合の保険料額〉【平成28年度】�

全額免除�

保険料額（月額）� ０円� ４，０７０円� ８，１３０円� １２，２００円�

４分の３免除� 半額免除� ４分の１免除�

※減額された保険料を納めていない期間は、未納扱いとなりますのでご注意下さい。�

　国民年金制度では、国内に居住する20歳以上60歳未満までのすべての

方に、加入が義務付けられています。国民年金の種類は、次の３つに分か

れており、届出は加入時だけでなく、種別が変わったときにも必要です。�

　種別変更の届出を忘れると、年金が受け取れないこともあります。手続きは、年金手帳を添えて

その都度忘れずに行いましょう。�
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インフォメーション�田
中
美
鈴�

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル�

秋
田
県
聴
覚
障
害
者
支
援�

セ
ン
タ
ー
開
設�

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内�

Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
を�

開
催
し
ま
す
！�

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題�

啓
発
週
間
で
す�

公
共
職
業
訓
練
２
月
期
生�

を
募
集
し
ま
す�

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ�

�������������

　
三
種
町
（
内
鯉
川
）
出
身
、

田
中
美
鈴
さ
ん
の
ソ
プ
ラ
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

●
と
き
　
12
月
15
日（
木
）�

　
19
時
開
演（
18
時
30
分
開
場
）�

●
と
こ
ろ
　
ア
ト
リ
オ
ン
音
楽

ホ
ー
ル�

問
い
合
わ
せ
先
…�

田
中
（
　
８
７
‐
２
５
３
６
）�

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　

cao
ca

広
場
、
カ
ワ
イ
楽
器

秋
田
シ
ョ
ッ
プ
、
ヤ
マ
ハ
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
リ
テ
イ
リ
ン
グ

秋
田
店�

��

　
生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

●
歌
謡
教
室�

　
12
月
24
日
　
13
時
〜
16
時�

※
12
月
の
休
館�

　
５
、12
、19
、26
、29
、30
、31
日�

問
い
合
わ
せ
先
…�

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑�

（
　
５
８
‐
５
２
９
５
）�

��

��

　
聞
こ
え
に
障
が
い
が
あ
る
方
、

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
相
談
対
応

や
、
社
会
参
加
に
向
け
た
情
報

提
供
な
ど
を
行
う
「
秋
田
県
聴

覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。�

　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
、
盲

ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
の
技

術
を
持
つ
職
員
が
お
り
、
障
が

い
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど

な
た
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。�

【
業
務
内
容
】�

○
相
談
支
援�

○
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
、
盲

ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
者

の
養
成
お
よ
び
派
遣�

○
災
害
時
等
の
情
報
提
供
拠
点�

○
字
幕
（
手
話
）
入
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ

制
作
・
貸
出�

○
情
報
機
器
の
貸
出�

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
…�

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館�

（
　
０
１
８
‐
８
７
４
‐
８
１

１
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
‐
８

６
２
‐
１
８
２
０
）�

��

　
東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務

所
で
は
、
自
ら
の
収
入
で
返
済

し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱

え
、
お
悩
み
の
方
が
た
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。�

　
相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状

況
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ

を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。�

●
相
談
窓
口
　
財
務
省
東
北
財

務
局
　
秋
田
財
務
事
務
所
　

理
財
課
　�

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日�

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）�

　
８
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜

16
時
30
分�

●
専
用
　
０
１
８
‐
８
６
２
‐

４
１
９
６�

���

①
秋
田
県
で
の
就
職
や
居
住
に
つ

い
て
の
支
援
や
制
度
の
紹
介�

②
Ａ
タ
ー
ン
者
の
採
用
に
積
極
的

な
県
内
企
業
約
10
社
自
社
Ｐ
Ｒ�

③
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
「
ケ
ー

ス
ケ
＆
マ
サ
」
に
よ
る
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。�

●
と
き
　
12
月
30
日�

　
　
　
　
12
時
〜
15
時�

●
と
こ
ろ
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
秋

田
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
（
秋

田
市
）�

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
ふ
る

さ
と
定
住
機
構�

（
　
０
１
８
‐
８
２
６
‐
１
７

３
１
）�

���

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
。�

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。�

　
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済

・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。�

●
出
願
期
間
　�

　
第
１
回
　
２
月
28
日
ま
で
　�

　
第
２
回
　
３
月
30
日
ま
で
　�

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。�

●
問
い
合
わ
せ
先
　
放
送
大
学

秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー�

（
　
０
１
８
‐
８
３
１
‐
１
９

９
７
）�

���

●
訓
練
期
間
　�

　
Ｈ
29
年
２
月
１
日
〜
７
月
27
日�

　
　
　
　
　
　
　
　（
６
カ
月
）�

●
訓
練
会
場
　�

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田�

（
潟
上
市
）�

●
訓
練
科
（
定
員
）�

　
金
属
加
工
技
術
科
　（
15
名
）�

　
電
気
・
通
信
施
工
技
術
科�

（
15
名
）�

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科�

（
15
名
）�

●
受
講
料
　
無
料�

　（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）�

●
募
集
期
間
　
12
月
26
日
ま
で�

●
募
集
資
格
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
さ
れ
た
方
で
、
新
た

な
技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け

て
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方�

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
）
訓
練
課

受
講
者
第
一
係�

（
　
０
１
８
‐
８
７
３
‐
３
１

７
８
）�

���

　
平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
12

月
10
日
か
ら
16
日
は
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
と
さ
れ

ま
し
た
。�

　
警
察
で
は
、
日
本
人
が
被
害�

者
で
あ
る
拉
致
容
疑
事
案
12
件

（
被
害
者
17
人
）、
朝
鮮
籍
の
姉

弟
が
日
本
国
内
か
ら
拉
致
さ
れ

た
事
案
１
件（
被
害
者
２
人
）の

合
計
13
件（
被
害
者
19
人
）を
北

朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案
と

判
断
し
、
北
朝
鮮
工
作
員
等
拉

致
に
関
与
し
た
と
し
て
、
11
人

に
つ
い
て
逮
捕
状
の
発
布
を
得

て
国
際
手
配
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
に�

関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る�

と
共
に
、
そ
の
実
態
を
解
明
す�

る
た
め
、
日
本
人
拉
致
容
疑
に�

つ
い
て
情
報
を
お
持
ち
の
方
は�

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

問
い
合
わ
せ
先
…
能
代
警
察
署�

（
　
５
２
‐
４
３
１
１
）�

���

　
町
で
制
作
し
た
三
種
町
誕
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ケ
ー
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を
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な
ら
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
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広告�

ホール葬�
コース料金�
20％割引�

生花�
タオル花輪�
などの割引特典�
も充実�

特典は�
いつでも�
何回でも�
ご利用可�

事前相談も�
お気軽に�
お問い合わせ�
下さい�

入会金は10,000円のみ�
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わくわくひろば「もちつきを見学しましょう。」（琴丘保育園　9：30～11：30）�
浜口保育園開放日　「みんななかよし」�

�

�

健康相談・じょもんコーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）�

�

特設人権相談所開設　（八竜ふれあいセンター　10：00～15：00）�
わくわくひろば「保育園の先生とあそぼう！」（琴丘保育園　9：30～11：30）�
メロンキッズひろば「クリスマス帽子作り」（八竜改善センター　9：30～11：30）�

特設人権相談所開設　（山本公民館　10：00～15：00）�
健康相談・コーヒーサロン　（山本公民館　9：30～11：30）�
ドラえもんひろば「もちつき会に参加しましょう！」（森岳保育園　9：30～11：30）�

特設人権相談所開設　（パレス琴丘　10：00～15：00）�
２歳児歯科健診　（保健センター）�
献血　（山本地区）�
鵜川保育園開放日　「みんなであそぼう」�

第14回「あきたふるさと手作りCM大賞」が放送されます！（AAB秋田朝日�
放送16：00～17：30予定）三種町も出演しています。是非ご覧ください！�

�

�

�

浜口土地改良区総代選挙　投票日�

３歳児健診　（保健センター）�
三地区なかよし交流会「親子クッキング・クリスマス!!」（JA秋田やまもと本店　9：30～11：30）�

八竜幼稚園・八竜保育園開放日　「クリスマス会」�

�

�

がん患者の集い　（保健センター　13：30～16：00）�

乳児健診　（保健センター）�
健康相談・コーヒーサロン　（金陵の館　13：30～15：30）�
琴丘地域行政相談所開設　（ひまわりセンター　10：00～12：00）�
メロンキッズひろば「クリスマスお楽しみ会」（八竜改善センター　9：30～11：30）�

５歳児健診　（保健センター）�
山本地域行政相談所開設　（山本公民館　10：00～12：00）�
八竜地域行政相談所開設　（浜口地区館　10：00～12：00）�

健康相談・おしゃべりサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）�
わくわくひろば「一緒にクリスマス会をしましょう。（発育測定）」（琴丘保育園　9：30～11：30）�
ドラえもんひろば「クリスマス会に参加しましょう！」（森岳保育園　9：30～11：30）�

�

�

�

健康相談・コーヒーサロン　（すいらんの館　13：30～15：30）�

時間外収納窓口　（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）�

役場仕事納め�
町県民税（4期）・国民健康保険税（4期）・後期高齢者医療保険料（6期）納期限�

�

高橋功一　スポ少野球教室　（ゆめすた　9：30～）�
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　早いものでもう12月になりました。�
　今年もあと１か月です。�
　ほんとに１年が経つのは早いですね。�
　先日スーパーに行ったら店頭にハタハタ
が並んでいました。�
　塩焼きや鍋など、この時期の楽しみの一
つです。�

　タイミングが合えば釣りに行きたいとは
思っていますが・・・。�
�
　寒さも日々増してきました。�
　何かと慌ただしい年末ですが、体調管理
や車の運転には十分気を付けていきましょ
う！　　　　　　　　　　　　　　（た）�

●人　口�17,471人�（　　）�

【男】� 8,088人�（　　）�

【女】� 9,383人�（　　）�

●世帯数� 6,949戸�（　　）�

※平成28年10月末現在、（  ）内前月比�
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－3


